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福井 〒910-0019 福井市春山1丁目1-54　福井春山合同庁舎10F 0776-23-1910 https://www.mod.go.jp/pco/fukui/

岐阜 〒502-0817 岐阜市長良福光2675-3 058-232-3127 https://www.mod.go.jp/pco/gifu/
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ホームページアドレス: https://www.mod.go.jp/nda/

65



1

防衛大学校受験の勧め

　防衛大学校は、日本の防衛を担い、国民の安全・安心を守り抜き、世界平和に貢献することに強
い関心があり、また将来、社会を支える重要な組織のリーダーになりたいと考えている受験生の皆
さんに開かれた大学です。神奈川県東部横須賀に位置し、東京湾を望み、富士山を仰ぐ自然環境に
恵まれた空間にあります。

　防衛大学校は、自衛隊のリーダー（陸・海・空の幹部自衛官）を育成する日本で唯一の大学教育
機関です。本校は、防衛省の機関ですので「大学校」となっていますが、一般大学と同じ４年制の
大学教育を実施し、卒業時には学士の学位が授与されます。一般大学と異なるところもあり、この
大学校のミッションが幹部自衛官を育成すること、と明確に規定されていることから、入校する学
生も目的意識を持って、日々勉学や訓練に励んでいます。

　防衛大学校は毎年約 480 名（女性 100 名）を基準に学生を採用しますが、その内訳は、人文社会
科学系が約 100 名、理工学系が約 380 名です。防衛大学校の教官数は約 310 名で、学生対教官の割
合からみて、全国でも有数の少人数教育が行われていることになります。人文社会科学系には３学
科、理工学系には 11 学科あり、学生は多様な 14 分野のうちから１学科を専攻します。学生の専
攻分野は２学年に進むときに決まりますが、１学年は教養教育科目を重点的に学びます。

　本校では制服教官（幹部自衛官）による防衛学の授業があります。戦史や国防論、戦略論など、
一般大学では見られない、本校ならではの教育科目です。また、学生舎（寮）では若く元気な自衛
官たちが日常生活をともにすることで、先輩として指導にあたっています。現在、このような全寮
制かつチューター制で教育を行っている大学というのは、世界でもそれほど数多く存在しない制度
であると思います。部活動である校友会も防大教育の重要な柱で、学生全員が体育系の校友会に所
属し、学生舎生活と同様にタテとヨコの人間関係に習熟していくことになります。なお、数多くの
文化系の校友会もあり、積極的に活動しています。

　防衛大学校は、国際化にも非常に力を入れています。４年制大学教育を受けながら、英語力を身
に着けることで海外派遣のチャンスも多くあります。また既存の留学制度に加えて、学外及び国外
への研修制度を加えることによって、外の世界を見てもらうチャンスを増やそうとしています。キャ
ンパスには留学生が多数おり、また、海外の士官学校生の訪問も頻繁にあることから、国際的な雰
囲気に満ちあふれています。そして毎年、国際的視野を広げる目的で、学生たちの自主的な運営に
より、世界約 20 カ国から士官候補生を招いた国際会議も開催されています。

　以上のように、防衛大学校は、教育の目的は遠大かつ明確で、知性、体力、協調性、国際性、そ
してそれらを通じてリーダーとしての人間的資質を身につけることのできるすばらしい学びの場な
のです。日本の安全保障に貢献したい、防衛で国民に奉仕したいと考えている皆さん、是非本校の
門戸を叩くことを検討していただければ幸いです。

防衛大学校長　　久
く

　保
ぼ

　文
ふみ

　明
あき
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将来、陸上・海上・航空各自衛隊の
幹部自衛官となる人材を育成する防衛省の教育機関、防衛大学校。
「広い視野を開き、科学的な思考力を養い、豊かな人間性を培うとともに、
幹部自衛官にふさわしい精神、
体力基盤及び生活習慣を育成すること」を教育目標とし、
充実した学習環境であなたの成長を支えます。
目標に向かい強い意志をもって学ぶことは、
国防はもとより、災害派遣や国際平和協力業務など、
誇れる将来の活躍へとつながるのです。

意志ある学びはすべて、
誇りあるリーダーとしての活躍につながる。
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　防衛大学校は、三浦半島東南端の標高85メートルの小原台に位置し、
西に富士の秀峰を仰ぎ、東に房総半島の山 を々望み、眼下には紺碧の東京
湾を見下ろす景勝の地にあります。
　敷地は、約65万平方メートル、建物延約26万平方メートルのほか、走水
海岸には海上訓練場があります。

正門・守衛所
本部庁舎
記念講堂
総合情報図書館
給水塔（時計台）
人文科学館
資料館
社会科学館
理工学１号館
理工学２号館
理工学３号館
教育研究Ａ館
教育研究Ｂ館
土木・化学実験棟
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65万平方メートル

教育研究 A 館

本部庁舎■正門をくぐると、正面には本部庁
舎が見えます。

記念講堂■式典や講演等が行われます。 理工学館■１～３号館及び教育研究Ａ、Ｂ館
があり、それぞれに教場、実験室、実習室など
があって、理工系の教育・研究が行われます。

防衛学館■防衛大学校独自のカリキュラム、
防衛学の教育・研究が行われます。

社会科学館■社会科学系の教育・研究が行わ
れます。

球技体育館■バレーボール、 バスケットボー
ルなど、室内での球技が行われます。バレー
ボール２試合とバスケットボール１試合が同
時に行える広さです。

武道場■柔道、剣道、空手道、合気道など
の武道が行われます。

総合体育館■温水プールやトレーニング
室もあり、体育の授業や校友会（クラブ）
活動が行われます。

資料館■教育理念、学校設立背景、卒
業後の進路などを展示し、学生教育及
び学校広報に活用することを目的とし
ています。

入校式典
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競技施設■陸上競技場は400ｍ全天候型トラックです。 また、ラグビー場、アメリカンフットボール場、 サッカー場、 硬式野球場、 テニスコート
はそれぞれ独立しており、 のびのびと授業や校友会 （クラブ） 活動が行えます。

陸上競技場 ラグビー場 硬式野球場

アメリカンフットボール場 サッカー場 テニスコート

学生会館■貯金などの福
利厚生業務を行う厚生課
があり、1F にはコンビニや ATM もあります。

走水海上訓練場■通称「ポンド」。
カッターや機動艇訓練などが行われ
ます。

総合情報図書館■蔵書数は 60 万冊。軍事防衛分野
の図書は、特に充実しています。また、推薦図書を
展示する等、読書案内にも力を入れています。

学生舎■第１～第５学生舎があります。 覆道射場■実弾射撃訓練が行われます。

土木・化学実験棟■化学実験室や建設環境工
学実験室があります。 理工学総合実験棟■ A 〜 E 棟まであり、大型

の実験装置や実習工場などがあります。

人文科学館■外国語
や 人 文 科 学 系 の 教 
育・研究が行われま
す。

学生食堂■全学生を一度に収容・喫食するこ
とができます。

学生浴場■複数の浴場があり、全学生の利用に
対応しています。 医務室■ケガや病気の治療をはじめ、

学生の健康管理を行います。
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（初習外国語） （初習外国語）

リ テ ラ シ ー 入 門

リ テ ラ シ ー 入 門

近 代 文 学 史
日 本 文 学 評 論
漢 文 学
領 域 国 際 法
現 代 社 会 と 法

現 代 数 学 の 思 想

言 語 と 文 化 

ア ジ ア 史
欧 米 史
地 理 学

分子生物学とバイオテクノロジー
地 球 惑 星 科 学 概 論
放 射 線 の 科 学
日 本 語 研 究 Ⅰ
日 本 語 研 究 Ⅱ
日 本 語 研 究 Ⅲ
日 本 語 研 究 Ⅳ
日 本 語 研 究 Ⅴ
日 本 語 研 究 Ⅵ
特 別 講 義

安全科学総論(安全科学とﾘｽｸﾏﾈｰジﾒﾝﾄ)

国 際 関 係 論 概 説
組織経営とリーダーシップ

地 域 研 究

艦 艇 工 学 概 論
航 空 宇 宙 工 学 概 論
土 木 工 学 概 論

近 現 代 史 概 説

物 理 学 （ 概 論 ）

組 織 経 営とリー ダ ー シップ
地 域 研 究

近 現 代 史

グローバルコミュニケーション入門
グローバルコミュニケーションⅠ基礎
グローバルコミュニケーションⅠ応用
グローバルコミュニケーションⅡ基礎
グローバルコミュニケーションⅡ応用
グローバルコミュニケーションⅢ
欧 米 史 研 究
地 理 学 研 究
日 本 ・ ア ジ ア 史 研 究

平成３年度より（独）大学改革支援・学位授与機構による外部審査を経て、学位（学士）が授与されています。

教養教育では、良識に富んだ社会人・職業人（幹部自衛官）となるための教養を
学びます。多様な授業を通じて、柔軟な思考力と豊かな教養をもつバランスの
とれた人格形成を目指します。
カリキュラムは、（１）自ら考え、表現する力（基礎的思考力）を養う基礎科目（「リ
テラシー入門」）、（２）バランスのとれた発想をするための他分野科目群（人社
専攻学生への「数学」「物理学」「化学」などの理工系教育、理工学専攻学生への「思
想と文化」「歴史学」「心理学」「政治学」「経済学」「法学」などの人社系教育）、（３）
豊かで高度な教養のための準専門的科目が設置されています。

1～2

卒業研究
専
門
に
即
し
た
英
語

発
展
的
な

　
外
国
語
科
目

防
衛
英
語

広い視野 科学的（論理的）思考力

自衛官（社会人）基礎力

４学年

３学年

２学年

基礎ゼミ

専　 門

専門基礎

外国語

防衛学 体　育

体育実技

体育理論１学年

オリエンテーション

教
養
教
育

学

際

・
国

際

教

育

文
理
交
差
教
育
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（初習外国語） （初習外国語）

リ テ ラ シ ー 入 門

リ テ ラ シ ー 入 門

近 代 文 学 史
日 本 文 学 評 論
漢 文 学
領 域 国 際 法
現 代 社 会 と 法

現 代 数 学 の 思 想

言 語 と 文 化 

ア ジ ア 史
欧 米 史
地 理 学

分子生物学とバイオテクノロジー
地 球 惑 星 科 学 概 論
放 射 線 の 科 学
日 本 語 研 究 Ⅰ
日 本 語 研 究 Ⅱ
日 本 語 研 究 Ⅲ
日 本 語 研 究 Ⅳ
日 本 語 研 究 Ⅴ
日 本 語 研 究 Ⅵ
特 別 講 義

安全科学総論(安全科学とﾘｽｸﾏﾈｰジﾒﾝﾄ)

国 際 関 係 論 概 説
組織経営とリーダーシップ

地 域 研 究

艦 艇 工 学 概 論
航 空 宇 宙 工 学 概 論
土 木 工 学 概 論

近 現 代 史 概 説

物 理 学 （ 概 論 ）

組 織 経 営とリー ダ ー シップ
地 域 研 究

近 現 代 史

グローバルコミュニケーション入門
グローバルコミュニケーションⅠ基礎
グローバルコミュニケーションⅠ応用
グローバルコミュニケーションⅡ基礎
グローバルコミュニケーションⅡ応用
グローバルコミュニケーションⅢ
欧 米 史 研 究
地 理 学 研 究
日 本 ・ ア ジ ア 史 研 究

平成３年度より（独）大学改革支援・学位授与機構による外部審査を経て、学位（学士）が授与されています。

教養教育では、良識に富んだ社会人・職業人（幹部自衛官）となるための教養を
学びます。多様な授業を通じて、柔軟な思考力と豊かな教養をもつバランスの
とれた人格形成を目指します。
カリキュラムは、（１）自ら考え、表現する力（基礎的思考力）を養う基礎科目（「リ
テラシー入門」）、（２）バランスのとれた発想をするための他分野科目群（人社
専攻学生への「数学」「物理学」「化学」などの理工系教育、理工学専攻学生への「思
想と文化」「歴史学」「心理学」「政治学」「経済学」「法学」などの人社系教育）、（３）
豊かで高度な教養のための準専門的科目が設置されています。

1～2

※授業科目は年度によって変わることがあります。

レーザー光の干渉の実験

中和反応の滴定実験
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1～3年間学習できます。

リテラシー入門（共通）

安全神話から安全科学へ。日常に存在する様々な危険を科学的に分析し、非常事態に際しても危機に至らぬような

システムを構築することが安全科学の目的です。この科目では、様々な危機的状況を構成要素に分解し、科学施術的

な改善や、組織運営のソフト面、運用部門の人的資源（要員の知識・技術力、心身の健康）等の研究の在り方を学び、

高学年で展開される安全科学プログラムの出発点に立つことができます。人的要素までが対象となっているのは、

非常事態に際し、人を含めた組織やシステムが確実に機能するためには、適切な状況判断や決断ができるメンタリ

ティーも必要となるからです。

防衛大学校における語学教育は、英語については

4年間を通じて学習し、英語圏に関する幅広い教

養とともに実用的な英語運用能力が身につくよう

なプログラムになっています。特に、第1・2学年

では日本人および外国人英語教官による一人一人

に目の行き届いたきめ細かい指導を受け、英語の

四技能及び基礎的学力を身につけた上で、第3学

年以降においては、より実用的な観点から、中級

英語、アカデミック・ライティング、時事英語、

スピーチ＆ディベートの他専門教育に即した専門

英語、安全保障や防衛学に関わる軍事英語などの

発展的な科目を学び、卒業後世界各地へ飛翔し英

語を用いて活躍する備えをします。

　また、全学年が毎年ＴＯＥＩＣを受験します。

学年毎に基準点が定められており、基準点に達し

ない学生は、再試験を受けたり、教養科目で開講

するグローバル・コミュニケーション英語を履修

することが義務付けられますので、自己研鑽をし

て卒業時までに一定以上のスコアをとることが必

要です。

●様々な専門分野の教官による授業
外国語教育室には言語学・文学・文化・教育・

政治など、様々な分野を研究する教官がそろっ

ています。授業では、単に言語の習得に終始す

ることなく、学生は、各教官の専門と関係する

分野の視点から広く深く言語を学ぶことができ

ます。

外国語を学び、グローバル化の時代に即応する能力を身につける。

必修

（初習外国語）
近代から現代に至る日本及び周辺諸国の歴史を学びます。その中で日本とアジア諸国や欧米諸国との関係や外交につ

いても考察します。戦後においては日本の復興とともに、冷戦下における日本及び周辺国の歴史と外交を学び、自衛隊

発足及び防衛大学校設立の過程と日本における自衛隊の役割の変遷を考えます。
大 学 英 語 基 礎
大 学 英 語 読 解
英 語 表 現 法 Ⅰ
英 語 表 現 法 Ⅱ
英 語 特 講 Ⅰ
英 語 特 講 Ⅱ

ド イ ツ 語 初 級
フ ラ ン ス 語 初 級
ロ シ ア 語 初 級
中 国 語 初 級
朝 鮮 語 初 級
ア ラ ビ ア 語 初 級
ポ ル ト ガ ル 語 初 級
日 本 語

ド イ ツ 語 中 級 Ⅰ
ド イ ツ 語 中 級 Ⅱ
ド イ ツ 語 上 級 Ⅰ
ド イ ツ 語 上 級 Ⅱ
フ ラ ン ス 語 中 級 Ⅰ
フ ラ ン ス 語 中 級 Ⅱ
フ ラ ン ス 語 上 級 Ⅰ
フ ラ ン ス 語 上 級 Ⅱ
ロ シ ア 語 中 級 Ⅰ
ロ シ ア 語 中 級 Ⅱ
ロ シ ア 語 上 級 Ⅰ
ロ シ ア 語 上 級 Ⅱ
中 国 語 中 級 Ⅰ
中 国 語 中 級 Ⅱ
中 国 語 上 級 Ⅰ
中 国 語 上 級 Ⅱ
朝 鮮 語 中 級 Ⅰ
朝 鮮 語 中 級 Ⅱ
朝 鮮 語 上 級 Ⅰ
朝 鮮 語 上 級 Ⅱ
ア ラ ビ ア 語 中 級 Ⅰ
ア ラ ビ ア 語 中 級 Ⅱ
ア ラ ビ ア 語 上 級 Ⅰ
ア ラ ビ ア 語 上 級 Ⅱ
ポ ル ト ガ ル 語 中 級 Ⅰ
ポ ル ト ガ ル 語 中 級 Ⅱ
ポ ル ト ガ ル 語 上 級 Ⅰ
ポ ル ト ガ ル 語 上 級 Ⅱ
英 語 演 習
中 級 英 語
ア カ デ ミ ッ ク ・ ラ イ テ ィ ン グ
時 事 英 語
ス ピ ー チ ＆ デ ィ ベ ー ト

ニトロセルロースの燃焼実験 霧箱を用いたα線の観察
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1～3年間学習できます。

リテラシー入門（共通）

安全神話から安全科学へ。日常に存在する様々な危険を科学的に分析し、非常事態に際しても危機に至らぬような

システムを構築することが安全科学の目的です。この科目では、様々な危機的状況を構成要素に分解し、科学施術的

な改善や、組織運営のソフト面、運用部門の人的資源（要員の知識・技術力、心身の健康）等の研究の在り方を学び、

高学年で展開される安全科学プログラムの出発点に立つことができます。人的要素までが対象となっているのは、

非常事態に際し、人を含めた組織やシステムが確実に機能するためには、適切な状況判断や決断ができるメンタリ

ティーも必要となるからです。

防衛大学校における語学教育は、英語については

4年間を通じて学習し、英語圏に関する幅広い教

養とともに実用的な英語運用能力が身につくよう

なプログラムになっています。特に、第1・2学年

では日本人および外国人英語教官による一人一人

に目の行き届いたきめ細かい指導を受け、英語の

四技能及び基礎的学力を身につけた上で、第3学

年以降においては、より実用的な観点から、中級

英語、アカデミック・ライティング、時事英語、

スピーチ＆ディベートの他専門教育に即した専門

英語、安全保障や防衛学に関わる軍事英語などの

発展的な科目を学び、卒業後世界各地へ飛翔し英

語を用いて活躍する備えをします。

　また、全学年が毎年ＴＯＥＩＣを受験します。

学年毎に基準点が定められており、基準点に達し

ない学生は、再試験を受けたり、教養科目で開講

するグローバル・コミュニケーション英語を履修

することが義務付けられますので、自己研鑽をし

て卒業時までに一定以上のスコアをとることが必

要です。

●様々な専門分野の教官による授業
外国語教育室には言語学・文学・文化・教育・

政治など、様々な分野を研究する教官がそろっ

ています。授業では、単に言語の習得に終始す

ることなく、学生は、各教官の専門と関係する

分野の視点から広く深く言語を学ぶことができ

ます。

外国語を学び、グローバル化の時代に即応する能力を身につける。

必修

（初習外国語）
近代から現代に至る日本及び周辺諸国の歴史を学びます。その中で日本とアジア諸国や欧米諸国との関係や外交につ

いても考察します。戦後においては日本の復興とともに、冷戦下における日本及び周辺国の歴史と外交を学び、自衛隊

発足及び防衛大学校設立の過程と日本における自衛隊の役割の変遷を考えます。
大 学 英 語 基 礎
大 学 英 語 読 解
英 語 表 現 法 Ⅰ
英 語 表 現 法 Ⅱ
英 語 特 講 Ⅰ
英 語 特 講 Ⅱ

ド イ ツ 語 初 級
フ ラ ン ス 語 初 級
ロ シ ア 語 初 級
中 国 語 初 級
朝 鮮 語 初 級
ア ラ ビ ア 語 初 級
ポ ル ト ガ ル 語 初 級
日 本 語

ド イ ツ 語 中 級 Ⅰ
ド イ ツ 語 中 級 Ⅱ
ド イ ツ 語 上 級 Ⅰ
ド イ ツ 語 上 級 Ⅱ
フ ラ ン ス 語 中 級 Ⅰ
フ ラ ン ス 語 中 級 Ⅱ
フ ラ ン ス 語 上 級 Ⅰ
フ ラ ン ス 語 上 級 Ⅱ
ロ シ ア 語 中 級 Ⅰ
ロ シ ア 語 中 級 Ⅱ
ロ シ ア 語 上 級 Ⅰ
ロ シ ア 語 上 級 Ⅱ
中 国 語 中 級 Ⅰ
中 国 語 中 級 Ⅱ
中 国 語 上 級 Ⅰ
中 国 語 上 級 Ⅱ
朝 鮮 語 中 級 Ⅰ
朝 鮮 語 中 級 Ⅱ
朝 鮮 語 上 級 Ⅰ
朝 鮮 語 上 級 Ⅱ
ア ラ ビ ア 語 中 級 Ⅰ
ア ラ ビ ア 語 中 級 Ⅱ
ア ラ ビ ア 語 上 級 Ⅰ
ア ラ ビ ア 語 上 級 Ⅱ
ポ ル ト ガ ル 語 中 級 Ⅰ
ポ ル ト ガ ル 語 中 級 Ⅱ
ポ ル ト ガ ル 語 上 級 Ⅰ
ポ ル ト ガ ル 語 上 級 Ⅱ
英 語 演 習
中 級 英 語
ア カ デ ミ ッ ク ・ ラ イ テ ィ ン グ
時 事 英 語
ス ピ ー チ ＆ デ ィ ベ ー ト

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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第１学年では選択必修科目として、初習外国語
を履修します。ドイツ語・フランス語・ロシア語・中
国語・朝鮮語・アラビア語・ポルトガル語の中から
１科目を選び、「読む」「書く」「聞く」「話す」のバ
ランスのとれた基礎学力を養います。他大学では
学ぶ機会の少ないポルトガル語やアラビア語ま
で用意されているのが本校の特色です。希望す
る学生は第２学年と第３学年以降においても初
習外国語を選択科目として継続履修できる体制
が整えられています。学習目標は、任官後、海外
で諸活動に参加する機会があることを視野に入
れ、それぞれの外国語の基礎的な運用能力を培
うことに置かれます。在学中は、選抜試験を経て
仏、独、中国、韓国、ロシア、カタールなどの士官
学校に派遣される機会があります。派遣学生に
選ばれることを当面の目標にすえて初習外国語
の学習に励む学生も多いようです。初習外国語
の学習にはその他の効用もあります。初習外国
語の学習は、母国語である日本語や初めての外
国語である英語の特徴を再発見するための、得
がたい手がかりとなります。それらの言語との比
較が促されるからです。初習外国語の学習を通
じて、是非、すでに知っている日本語や英語の構
造を新たな目で見る体験をしてください。初習外
国語の学習成果は、第３・４学年時に開講される
「地域研究」に活用できます。また、海外に派遣
される学生(主として第３学年）の選抜に際して、
ＴＯＥＩＣのスコアと併せて重要な選考材料になり
ます。海外派遣の期間は、短期(１週間～１セメ
スター）と長期(約１年間)に分かれます。

防衛大学校における体力養成は、体力向上
パスウェイにもとづき行われます。
入校時そして毎年秋から冬に実施される
体力測定を通じて、目標到達を目指すと共
に自らの体力を正しく認識します。学生各
自の体力に対する認識に応えるべく、体力
養成プログラムは、様々な場面で提供され
ます。体育理論と体育実技では、基礎的運
動能力を向上させるとともに基礎体力向
上を意図した科学トレーニングの理論と
方法を習得することができます。訓練で
は、基礎体力の底上げと自衛官として求め
られる専門的な体力の養成を図ることが
できます。また、学生の自主性発揮の場で
ある校友会活動では、学生自らが選択した
種目を通じて体力を向上させることがで
きます｡また、体力が低位な学生には、各
種補習プログラムが用意されています。
防衛大学校では、様々な機会を通じて、自
己の体力を向上させることができます。

１学年時：50ｍ走、20ｍシャトルラン、
　　　　　立ち幅跳び、ハンドボール投げ
２学年以降：腕立て伏せ、上体起こし(腹
　　　　　　筋)、3000ｍ走、懸垂

初習外国語

初習外国語の学習は第３・４学年時に開講される地域研究
につながるとともに、第３学年時に行われる短期（１週間か
ら）、長期（１年間程度）の海外派遣学生の選考にも影響
します。この選考には学業成績だけでなくＴＯＥＩＣのスコアも
適性を見るための大きな要素として配慮されます。
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ランスのとれた基礎学力を養います。他大学では
学ぶ機会の少ないポルトガル語やアラビア語ま
で用意されているのが本校の特色です。希望す
る学生は第２学年と第３学年以降においても初
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うことに置かれます。在学中は、選抜試験を経て
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体力測定を通じて、目標到達を目指すと共
に自らの体力を正しく認識します。学生各
自の体力に対する認識に応えるべく、体力
養成プログラムは、様々な場面で提供され
ます。体育理論と体育実技では、基礎的運
動能力を向上させるとともに基礎体力向
上を意図した科学トレーニングの理論と
方法を習得することができます。訓練で
は、基礎体力の底上げと自衛官として求め
られる専門的な体力の養成を図ることが
できます。また、学生の自主性発揮の場で
ある校友会活動では、学生自らが選択した
種目を通じて体力を向上させることがで
きます｡また、体力が低位な学生には、各
種補習プログラムが用意されています。
防衛大学校では、様々な機会を通じて、自
己の体力を向上させることができます。
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２学年以降：腕立て伏せ、上体起こし(腹
　　　　　　筋)、3000ｍ走、懸垂

初習外国語

体育実技Ⅳ：剣道の授業風景

体育は、将来幹部自衛官として求められる強靭な体力、運動技
能および円満な社会性の養成を目的に行われています。そのた
め、必修科目として理論と実技の両面から４年間にわたる履修
が求められます。
体育理論では、健康で強靭な体力作りとスポーツを実践する上
で必要なスポーツ科学の知識を学びます。
体育実技では、第１学年時基礎体力トレーニングを実施します。
第２学年以降は個人、球技、武道種目を履修し、運動技能、円
満な社会性および体力の向上を図ります。科目を専門とする教
官が担当します。
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※授業科目は年度によって変わることがあります。

作　　　戦　　　基　　　礎

統　　　合　　　作　　　戦

防　　　衛　　　英　　　語

防　衛　学　特　論　Ⅰ
防　衛　学　特　論　Ⅱ

軍　　　事　　　史　　　Ⅲ

古代から現代に至る世界の主要な戦争について歴史的

に概観しつつ、戦争の本質及びその変遷を理解すると

ともに、防衛学における基本的概念や理論等の基礎的

知識を理解することにより、じ後の防衛学を履修する

際の基礎を身に付けます。

日本で唯一、防衛大学校でしか学べない。

近代以降の日本の軍事史について、国防政策、軍事戦略、

軍事制度、戦争・作戦指導などの視点から考察することに

より、事後の研鑽に必要な軍事史的素地を身に付けます。

サイバー、宇宙、電磁波等新領域を含めた各種作戦の

基礎を学びます。

幹部自衛官として目的達成のために集団の力を結集させ

るリーダーシップに関する目標（理想像）と今後修練す

べき事項の確立のための素地を身に付けます。

各種の作戦及び領域横断型の作戦の概要と特質、並び

に軍事の意義について学びます。

作戦基礎

作戦，統合作戦

防衛学特論Ⅰ・Ⅱ
自衛官としての実務経験を有する教官による少人数制の

ゼミナールであり、安全保障や防衛に関する諸問題を広

い視野をもって実践的かつ多角的に研究します。

第3学年後期から第4学年において上記必修科目で学んだ

ことをさらに深く考察できるよう、多様な選択科目を開

講します。

防衛学は、軍事を中心とする安全保障・防衛政策、戦争、軍隊などを主な対象として、人文・社会科学、理工学

などの幅広い分野の理論的根拠を基礎とする総合的・学際的な学問です。またそれらを応用して実践に結びつけ

る実学的な一面もあります。

主な科目は、「防衛学基礎」「国防論」「軍事史序論」「戦略」「作戦」「軍事と科学技術」「統率」及び「国際情勢と安全

保障」です。他に、少人数のゼミナール形式で安全保障や防衛に関する諸問題を研究する「防衛学特論」も行って

います。

これらの科目は、防衛学教育学群の三つの教育室（国防論教育室、戦略教育室、統率・戦史教育室）が担当します。

防衛学は、専攻や陸上・海上・航空各要員に関わりなく全員が履修します。

防衛学特論（航空）

戦　　略

国防論

統　　率
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べき事項の確立のための素地を身に付けます。

各種の作戦及び領域横断型の作戦の概要と特質、並び

に軍事の意義について学びます。

作戦基礎

作戦，統合作戦

防衛学特論Ⅰ・Ⅱ
自衛官としての実務経験を有する教官による少人数制の

ゼミナールであり、安全保障や防衛に関する諸問題を広

い視野をもって実践的かつ多角的に研究します。

第3学年後期から第4学年において上記必修科目で学んだ

ことをさらに深く考察できるよう、多様な選択科目を開

講します。

防衛学は、軍事を中心とする安全保障・防衛政策、戦争、軍隊などを主な対象として、人文・社会科学、理工学

などの幅広い分野の理論的根拠を基礎とする総合的・学際的な学問です。またそれらを応用して実践に結びつけ

る実学的な一面もあります。

主な科目は、「防衛学基礎」「国防論」「軍事史序論」「戦略」「作戦」「軍事と科学技術」「統率」及び「国際情勢と安全

保障」です。他に、少人数のゼミナール形式で安全保障や防衛に関する諸問題を研究する「防衛学特論」も行って

います。

これらの科目は、防衛学教育学群の三つの教育室（国防論教育室、戦略教育室、統率・戦史教育室）が担当します。

防衛学は、専攻や陸上・海上・航空各要員に関わりなく全員が履修します。

防衛学特論（海上）

防衛学特論（陸上）

防衛学特論（航空）

作　　戦

防衛学特論（陸上）

統合作戦
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歴 史 学
人 間 学
政 治 学 基 礎
社 会 学 基 礎
経 済 学 基 礎

法憲
国 際 法 概 論
法 学 基 礎

2
2
2
2
2
2
2
2

言 語 文 化 論
組 織 管 理
国 際 関 係 概 論

2
2
2

線 形 代 数 Ａ
微 分 積 分 Ａ
微 分 積 分 Ｂ
線 形 代 数 Ｂ
微 分 積 分 Ｃ
理 工 学 入 門
物 理 学 Ⅰ
物 理 学 Ⅱ
物 理 学 Ⅲ
化 学 Ⅰ
化 学 Ⅱ
基 礎 科 学 実 験
化 学 実 験
物 理 学 実 験

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1

微 分 積 分 続 論
複 素 関 数 論
確 率 ・ 統 計
物 理 学 Ⅳ
生 物 化 学
エンジニアリング・メカニクス

2
2
2
2
2
2

第

全学共通基盤教育

日本国憲法の重要原理である平和主義や基本的人権の意義、
国家統治機構のメカニズムなどについて基礎理論を説明し、時事
問題と関連づけながら今日の憲法問題に対する意識を喚起しま
す。

不景気、デフレ、失業などの「経済現象」を正確に理解・説明する
ために経済学と基本原理を、題材を絞って学びます。

国家や国際機構とは何かより始まり、条約、国家領域、海・空・
宇宙、人権保障、紛争処理、安全保障や戦争などに関する規則を
学びます。

歴史学とはどのような特質をもった学問なのか、どのように発展して
きたのか、そして他の諸科学とどのように関わってきたのかなどの原
理的・基礎的な事柄について学びます。歴史家が研究の際に行
うテーマの設定、文献目録の作成、史料の選択・収集・分析、歴
史補助学の利用などについても講義します。

本講義では、人間の本質を省察する哲学・倫理学、人類の文化・
社会的側面を研究する人類学の基礎を学び、「人間とは何か」
についての理解を深めることを目指します。

議会、行政、政党、選挙など現代政治学の基本的問題を取り上
げ、時事問題にも触れながら幅広く講義します。さらには国内政治
と国際政治との相違や、政治と安全保障との関わりについても
学び、政治にいかに向き合うかを考究していきます。

政治学基礎

経済学基礎

﹇
修
得
単
位
数
25
単
位
﹈

﹇
最
低
修
得
単
位
数
29
単
位
﹈

線形代数Ａ・Ｂ
Aで行列および行列式の基礎理論について学び、
連立１次方程式の解を求め、Bで線形変換・行列の
固有値・固有ベクトルについて学び、行列の対角化
を求めます。

Aで1変数関数の微分積分を学び、不定形の極限、
1変数の極値などを求め、Bで２変数関数の偏微分・
重積分を学び、2変数の極値・体積などを求めます。
Cで常微分方程式の理論と解法、関数の多項式近
似とべき級数展開について学びます。

微分積分Ａ・Ｂ・Ｃ

国際的な場における活動が増える幹部自衛官として、
幅広い知識と教養を身につけるために必須となる基礎学力を修得することが目的です。
また、３つの専門分野の導入、紹介という意味もあり、いずれも第１学年で履修しますから、
進むべき専門を選択するための充分な知識の獲得が可能です。

理工系では、数学Ⅲまでは当然とし、採用試験で化学を選択した学生も物理基礎程度は
履修しておかなければなりません。化学基礎についても同様です。
人文・社会科学専攻の学生についても、専門知識ではありませんが、教養教育の必須科目
として数学、物理、化学があるため数学Ⅰ・Ⅱなどもよく理解しておいてください。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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基礎科学実験（化学分野：酢酸エチルの合成）
合成した酢酸エチルは精製した後、ガスクロ
マトグラフィーで分析します。

化学実験：１学年向けの基礎的な化学実験で
す。試薬や器具の使い方も体験的に学びます。

微分積分Ｂ：多変数関数の基本公式を練習。数学の理論を徹底的に学ぶ。

物理学実験：基礎的な物理現象や物理量の測定原理を学ぶ。　

基礎科学実験（物理分野：光速の測定）

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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イスラームをはじめとする宗教の普遍性や多様性について
幅広い知識を学びます。

フィールドワークや地図などの人間社会の分析手法を身に
つけ、場所・環境と文化との関わりや、集団の多様性と共通
性など、異文化理解の基礎を学びます。

日本史の大きな流れをつかむとともに、グローバルな歴史の
なかの日本史を学ぶことで、長期的・俯瞰的視野と国際的
感覚を養います。

摩擦や対立を生み出す宗教のメカニズムを理解するだけでなく、
宗教がもたらしうる融和や調和の可能性について考察します。

宗教文化論

大正期から冷戦期までの日本現代史を概観し、日本の政治
と外交の特質について理解を深めます。

欧米の歴史を概観し、多様な史資料に触れながら歴史や伝
統が創られていく過程について理解を深めます。

現代史概論

西洋哲学の伝統に根ざした普遍主義と、それに反発する地
域主義との相克として特徴づけられる20世紀以降の現代
思想の流れを概観します。

地域思想論

心理学概論

地域紛争と宗教文化

各国・地域の時事問題や文化に関する英語文献を精読し、
英語で発表し、英語で学術論文を書く手法を学んでいきます。

「古典」を中心とした言語文化の基礎的事項を学ぶととも
に、世界的な視野で分析する能力、および「現在」を相対化
する能力を養います。

英語研究

古典学概論

近代文学や芸術、大衆文化から日本の文化的な本質を学び、
国際交流の前提となる自文化への理解を深めます。

日本言語文化論

日本文化の特性を、東アジア世界との比較や、近代化に
おける欧米文化の受容の観点から学びます。

比較文化概論

人間文化研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

　　　　　　　　　　人間文化学科では哲学・心理学・世界史・日本史・地理
学・文化人類学・言語文化などの人文科学の諸分野を幅広く学び、日本や世界各
地域の文化、歴史、宗教などについての基礎的教養、ならびに異文化理解の学
問的手法を身につけます。また、本学科の特色として、異文化理解と異文化コ
ミュニケーションの基礎となる語学力の向上を重視していることも挙げられま
す。学生は第４学年になると、各自の興味にしたがって卒業研究論文を執筆し、
論文作成能力と発表の手法を身につけます。学科の授業は少人数のゼミナール
が多く、卒業研究の作成に際しても丁寧な個人指導を受けることができます。こ
のように教官と学生の距離が近く、アットホームな雰囲気を持つ本学科で、皆さ
んも一緒に学びませんか？

欧 米 史 概 論
ア ジ ア 史 概 論
日 本 史 概 論
現 代 史 概 論
宗 教 文 化 論
地 域 文 化 論
地 域 思 想 論
心 理 学 概 論
日 本 言 語 文 化 論
古 典 学 概 論
比 較 文 化 概 論
異 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論
英 語 研 究
人 間 文 化 研 究 Ⅰ
人 間 文 化 研 究 Ⅱ
人 間 文 化 研 究 Ⅲ
卒 業 研 究

欧 米 史 特 論
ア ジ ア 史 特 論
日 本 史 特 論
現 代 史 特 論
地 域 紛 争 と 宗 教 文 化
地 域 環 境 論
ス ト レ ス 管 理 論
心 理 学 実 験 法
現 代 思 想
日 本 古 典 学 特 論
比 較 文 化 論
メ デ ィ ア 文 化 論
多 文 化 社 会 論
異 文 化 交 流 論
地 域 情 報 学
政 治 外 交 史
日 本 政 治 史
日 本 外 交 史
文 献 講 読 Ⅰ
文 献 講 読 Ⅱ
文 献 講 読 Ⅲ

6

4

地域文化論

校外研修の風景

卒業研究の授業風景
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イスラームをはじめとする宗教の普遍性や多様性について
幅広い知識を学びます。

フィールドワークや地図などの人間社会の分析手法を身に
つけ、場所・環境と文化との関わりや、集団の多様性と共通
性など、異文化理解の基礎を学びます。

日本史の大きな流れをつかむとともに、グローバルな歴史の
なかの日本史を学ぶことで、長期的・俯瞰的視野と国際的
感覚を養います。

摩擦や対立を生み出す宗教のメカニズムを理解するだけでなく、
宗教がもたらしうる融和や調和の可能性について考察します。

宗教文化論

大正期から冷戦期までの日本現代史を概観し、日本の政治
と外交の特質について理解を深めます。

欧米の歴史を概観し、多様な史資料に触れながら歴史や伝
統が創られていく過程について理解を深めます。

現代史概論

西洋哲学の伝統に根ざした普遍主義と、それに反発する地
域主義との相克として特徴づけられる20世紀以降の現代
思想の流れを概観します。

地域思想論

心理学概論

地域紛争と宗教文化

各国・地域の時事問題や文化に関する英語文献を精読し、
英語で発表し、英語で学術論文を書く手法を学んでいきます。

「古典」を中心とした言語文化の基礎的事項を学ぶととも
に、世界的な視野で分析する能力、および「現在」を相対化
する能力を養います。

英語研究

古典学概論

近代文学や芸術、大衆文化から日本の文化的な本質を学び、
国際交流の前提となる自文化への理解を深めます。

日本言語文化論

日本文化の特性を、東アジア世界との比較や、近代化に
おける欧米文化の受容の観点から学びます。

比較文化概論

人間文化研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

　　　　　　　　　　人間文化学科では哲学・心理学・世界史・日本史・地理
学・文化人類学・言語文化などの人文科学の諸分野を幅広く学び、日本や世界各
地域の文化、歴史、宗教などについての基礎的教養、ならびに異文化理解の学
問的手法を身につけます。また、本学科の特色として、異文化理解と異文化コ
ミュニケーションの基礎となる語学力の向上を重視していることも挙げられま
す。学生は第４学年になると、各自の興味にしたがって卒業研究論文を執筆し、
論文作成能力と発表の手法を身につけます。学科の授業は少人数のゼミナール
が多く、卒業研究の作成に際しても丁寧な個人指導を受けることができます。こ
のように教官と学生の距離が近く、アットホームな雰囲気を持つ本学科で、皆さ
んも一緒に学びませんか？

欧 米 史 概 論
ア ジ ア 史 概 論
日 本 史 概 論
現 代 史 概 論
宗 教 文 化 論
地 域 文 化 論
地 域 思 想 論
心 理 学 概 論
日 本 言 語 文 化 論
古 典 学 概 論
比 較 文 化 概 論
異 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論
英 語 研 究
人 間 文 化 研 究 Ⅰ
人 間 文 化 研 究 Ⅱ
人 間 文 化 研 究 Ⅲ
卒 業 研 究

欧 米 史 特 論
ア ジ ア 史 特 論
日 本 史 特 論
現 代 史 特 論
地 域 紛 争 と 宗 教 文 化
地 域 環 境 論
ス ト レ ス 管 理 論
心 理 学 実 験 法
現 代 思 想
日 本 古 典 学 特 論
比 較 文 化 論
メ デ ィ ア 文 化 論
多 文 化 社 会 論
異 文 化 交 流 論
地 域 情 報 学
政 治 外 交 史
日 本 政 治 史
日 本 外 交 史
文 献 講 読 Ⅰ
文 献 講 読 Ⅱ
文 献 講 読 Ⅲ

6

4

地域文化論

写真：卒研中間報告会（上から 1 枚目）
　　　海外派遣（上から２枚目、３枚目）

写真：ゼミ風景（上から 1 枚目）
　　　課外講演（上から 2 枚目）

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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社会科学を学び、さまざまな問題を分析・解決する力を身につける。
公 共 政 策 総 論
政 策 過 程
管 理 学
日 本 経 済
危 機 リ ス ク 管 理 原 論
ゲ ー ム 理 論
社 会 調 査 法
経 済 政 策
安 全 保 障 法 制
行 政 法
公 共 政 策 研 究 Ⅰ
公 共 政 策 研 究 Ⅱ
公 共 政 策 研 究 Ⅲ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
2
6

法 学
社 会 学
人 的 資 源 管 理 論
日 本 政 治 史
日 本 外 交 史
国 際 経 済 学
危 機 管 理 政 策 Ⅰ ( 日 本 )
公 共 マ ー ケ テ ィ ン グ
政 治 学
行 政 学
日 本 政 治
危 機 事 案 研 究 Ⅰ
危 機 事 案 研 究 Ⅱ
危 機 管 理 政 策  Ⅱ （中 東）
危 機 管 理 政 策  Ⅲ （欧 州）
危 機 管 理 政 策  Ⅳ （米 州）
災 害 組 織 論
公 共 選 択
情 報 と 意 思 決 定
刑 事 法
文 化 政 策 論
情 報 社 会 論
軍 隊 と 社 会
危 機 管 理 特 論
海 洋 環 境 セ キ ュ リ テ ィ 論

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

1～2

組織論的観点から組織のマネジメントや戦略の問題
を学びます。

管理学

﹇
修
得
単
位
数
36
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
24
単
位
﹈

日本の憲法と平和・安全法制にかかわる諸問題を、
国際比較の視点から学びます。

専門的な刑法、安全保障法などの法学関連科目を
学ぶため、必要な基礎知識を習得します。

各時代のニューメディアがコミュニケーション体系に
与えた影響について学びます。

情報社会論

全ての幹部自衛官に求められる「社会に対する理解」を深めるための学科です。政策的な視点を軸に、多様な学
問領域を総合的にカバーします。特に「社会科学」と呼ばれる分野の主要な学問に幅広く取り組み、科学的手法
と方法論を身につけることで、様々な問題を多角的に分析し、その解決策を導き出す能力を培います。この能力
は幹部自衛官として将来取り組むことになる日々の業務においても大いに役立つものです。

政治学、経済学、法学、社会学、組織論という5つの分野を中
心に学びます。第1学年で履修する6つの科目、「政治学基礎」「経済学基礎」「法学
基礎」「憲法」「社会学基礎」「組織管理」を土台とする、より高度で多様な専門科
目を履修します。少人数のゼミ科目として「公共政策研究I・II」も用意されています。
第4学年では、自分でテーマを設定して「卒業研究」に取り組みます。「危機管理プロ
グラム」をはじめとする、学科・学群を横断して学ぶ「教育プログラム」の修了を目
指すことも可能です。

公共政策研究：教官１名に対して学生数名ほどで行われる公共政策研究。少人数クラスで密度の高い授業が受けられる。
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社会科学を学び、さまざまな問題を分析・解決する力を身につける。
公 共 政 策 総 論
政 策 過 程
管 理 学
日 本 経 済
危 機 リ ス ク 管 理 原 論
ゲ ー ム 理 論
社 会 調 査 法
経 済 政 策
安 全 保 障 法 制
行 政 法
公 共 政 策 研 究 Ⅰ
公 共 政 策 研 究 Ⅱ
公 共 政 策 研 究 Ⅲ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
2
6

法 学
社 会 学
人 的 資 源 管 理 論
日 本 政 治 史
日 本 外 交 史
国 際 経 済 学
危 機 管 理 政 策 Ⅰ ( 日 本 )
公 共 マ ー ケ テ ィ ン グ
政 治 学
行 政 学
日 本 政 治
危 機 事 案 研 究 Ⅰ
危 機 事 案 研 究 Ⅱ
危 機 管 理 政 策  Ⅱ （中 東）
危 機 管 理 政 策  Ⅲ （欧 州）
危 機 管 理 政 策  Ⅳ （米 州）
災 害 組 織 論
公 共 選 択
情 報 と 意 思 決 定
刑 事 法
文 化 政 策 論
情 報 社 会 論
軍 隊 と 社 会
危 機 管 理 特 論
海 洋 環 境 セ キ ュ リ テ ィ 論

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

1～2

組織論的観点から組織のマネジメントや戦略の問題
を学びます。

管理学

﹇
修
得
単
位
数
36
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
24
単
位
﹈

日本の憲法と平和・安全法制にかかわる諸問題を、
国際比較の視点から学びます。

専門的な刑法、安全保障法などの法学関連科目を
学ぶため、必要な基礎知識を習得します。

各時代のニューメディアがコミュニケーション体系に
与えた影響について学びます。

情報社会論

全ての幹部自衛官に求められる「社会に対する理解」を深めるための学科です。政策的な視点を軸に、多様な学
問領域を総合的にカバーします。特に「社会科学」と呼ばれる分野の主要な学問に幅広く取り組み、科学的手法
と方法論を身につけることで、様々な問題を多角的に分析し、その解決策を導き出す能力を培います。この能力
は幹部自衛官として将来取り組むことになる日々の業務においても大いに役立つものです。

政治学、経済学、法学、社会学、組織論という5つの分野を中
心に学びます。第1学年で履修する6つの科目、「政治学基礎」「経済学基礎」「法学
基礎」「憲法」「社会学基礎」「組織管理」を土台とする、より高度で多様な専門科
目を履修します。少人数のゼミ科目として「公共政策研究I・II」も用意されています。
第4学年では、自分でテーマを設定して「卒業研究」に取り組みます。「危機管理プロ
グラム」をはじめとする、学科・学群を横断して学ぶ「教育プログラム」の修了を目
指すことも可能です。

公共政策総論：実例をもとに公共政策の
問題点を学ぶ。

政策過程：日本の政策を国
際比較を行いながら学ぶ。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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国 際 関 係 研 究 Ⅰ
国 際 関 係 研 究 Ⅱ
卒 業 研 究

国 際 政 治 学 Ⅰ

国 際 関 係 持 論

米 国 政 治 外 交
中 国 政 治 外 交

中 東 政 治 外 交

ロ シ ア 政 治 外 交

情 報 と 意 思 決 定

東 南 ア ジ ア 政 治 外 交

北 東 ア ジ ア 政 治 外 交

危 機 リ ス ク 管 理 原 論

海 洋 セ キ ュ リ テ ィ 論

危 機 管 理 政 策 Ⅰ (日   本)

南 ア ジ ア 政 治 外 交

国 際 政 治 学 Ⅱ
国 際 政 治 史 Ⅰ
国 際 政 治 史 Ⅱ
国 際 法 Ⅰ
国 際 法 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
4
4
6

安 全 保 障 政 策 論
海 洋 法 概 論
国 際 機 構 論

危 機 事 案 研 究 Ⅰ
危 機 事 案 研 究 Ⅱ
比 較 政 治

2
2
2
2
2
2
2

）東中（ Ⅱ  策政理管機危 2
）州欧（ Ⅲ  策政理管機危 2
）州米（ Ⅳ  策政理管機危 2

2
2
2
2
2
2
2

　　　　　　　　　　   

理論・歴史

国際法

地域研究

演習科目

グローバル・スタンダードの安全保障の専門教育が受けられる。

国 際 シ ス テ ム 論 2
2
2

日 本 政 治 史
日 本 外 交 史

災 害 組 織 論

社 会 調 査 法

軍 備 管 理 論 2

2

2
2
2

2

2

国際法Ⅰ・Ⅱ

各地域の政治・外交

﹇
修
得
単
位
数
26
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
40
単
位
﹈

特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

1～2

グローバル化が進む中、国際社会では、政治や外交、安全保障、経済、文化、人の移動、パンデミックなど、様々な問

題が重層して絡み合っています。国際関係学科では複雑な国際社会において、日本がどのような立場に置かれてい

るのかを的確に把握するための手法を学びます。そのために国際関係学科のカリキュラムは、国際政治学や比較政

治、国際政治史、外交史、国際システム、軍備管理、危機管理といった理論・歴史、国際機構や海洋法などの国際法、

７つもの国・地域にまたがる地域研究の３つの科目群から構成されています。このような充実したカリキュラムの

下で、国際関係学科は将来の幹部自衛官になる学生諸君に、実り多い安全保障の専門教育の場を提供します。

国際化・グローバル化が進む現在、国際情勢の動向を的確に
捉え、国際社会における日本の位置や役割を理解することは、これからますます重要
になってきます。特に幹部自衛官は国の防衛に備わるとともに、国連平和維持活動
（ＰＫＯ）への参加など国際平和を推進するための知識と能力が求められています。
国際関係学科はこのような幅広い分野で活躍できる将来の幹部自衛官を育成するこ
とを目指しています。「平和や安全とは何か」「なぜ紛争や危機が起きるのか」「国際
関係はどうあるべきか」といった問題意識を持つ学生を歓迎します。また、国際関係
学科では、危機管理プログラム（４７ページ参照）も履修することができます。

構造

終結

国連や地域機構などの国際機構を取り上げながら､国
際機構の歴史と組織、国際法上の権利や義務、国際
機構のさまざまな活動について学びます。

アメリカ・中国・ロシア・北東アジア・東南アジア・南アジ
ア・中東について、それぞれの国・地域の安全保障環境
や日本との関係等を、歴史・政治・外交・経済・社会・宗
教・文化など様 な々観点から学びます。

少人数によるゼミ形式で国際関係に関する特定のテー
マを掘り下げて学ぶことで、国際関係論の研究方法を
身につけます。

対立するインドとパキスタンのこれまでの核戦争の危機
を事例として、核保有国間で抑止のメカニズムがどのよ
うな条件で機能するのかを考察します。

危機事案研究Ⅱ

国際政治学Ⅰ・Ⅱ

国際政治史Ⅰ・Ⅱ

南アジア政治外交：南アジアの政治、外交、安全保障について理解を深める。「未来の大国」インドの実像を語る教官の話に、学生たちも真剣に聞き入る。
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国 際 関 係 研 究 Ⅰ
国 際 関 係 研 究 Ⅱ
卒 業 研 究

国 際 政 治 学 Ⅰ

国 際 関 係 持 論

米 国 政 治 外 交
中 国 政 治 外 交

中 東 政 治 外 交

ロ シ ア 政 治 外 交

情 報 と 意 思 決 定

東 南 ア ジ ア 政 治 外 交

北 東 ア ジ ア 政 治 外 交

危 機 リ ス ク 管 理 原 論

海 洋 セ キ ュ リ テ ィ 論

危 機 管 理 政 策 Ⅰ (日   本)

南 ア ジ ア 政 治 外 交

国 際 政 治 学 Ⅱ
国 際 政 治 史 Ⅰ
国 際 政 治 史 Ⅱ
国 際 法 Ⅰ
国 際 法 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
4
4
6

安 全 保 障 政 策 論
海 洋 法 概 論
国 際 機 構 論

危 機 事 案 研 究 Ⅰ
危 機 事 案 研 究 Ⅱ
比 較 政 治

2
2
2
2
2
2
2

）東中（ Ⅱ  策政理管機危 2
）州欧（ Ⅲ  策政理管機危 2
）州米（ Ⅳ  策政理管機危 2

2
2
2
2
2
2
2

　　　　　　　　　　   

理論・歴史

国際法

地域研究

演習科目

グローバル・スタンダードの安全保障の専門教育が受けられる。

国 際 シ ス テ ム 論 2
2
2

日 本 政 治 史
日 本 外 交 史

災 害 組 織 論

社 会 調 査 法

軍 備 管 理 論 2

2

2
2
2

2

2

国際法Ⅰ・Ⅱ

各地域の政治・外交

﹇
修
得
単
位
数
26
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
40
単
位
﹈

特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

1～2

グローバル化が進む中、国際社会では、政治や外交、安全保障、経済、文化、人の移動、パンデミックなど、様々な問

題が重層して絡み合っています。国際関係学科では複雑な国際社会において、日本がどのような立場に置かれてい

るのかを的確に把握するための手法を学びます。そのために国際関係学科のカリキュラムは、国際政治学や比較政

治、国際政治史、外交史、国際システム、軍備管理、危機管理といった理論・歴史、国際機構や海洋法などの国際法、

７つもの国・地域にまたがる地域研究の３つの科目群から構成されています。このような充実したカリキュラムの

下で、国際関係学科は将来の幹部自衛官になる学生諸君に、実り多い安全保障の専門教育の場を提供します。

国際化・グローバル化が進む現在、国際情勢の動向を的確に
捉え、国際社会における日本の位置や役割を理解することは、これからますます重要
になってきます。特に幹部自衛官は国の防衛に備わるとともに、国連平和維持活動
（ＰＫＯ）への参加など国際平和を推進するための知識と能力が求められています。
国際関係学科はこのような幅広い分野で活躍できる将来の幹部自衛官を育成するこ
とを目指しています。「平和や安全とは何か」「なぜ紛争や危機が起きるのか」「国際
関係はどうあるべきか」といった問題意識を持つ学生を歓迎します。また、国際関係
学科では、危機管理プログラム（４７ページ参照）も履修することができます。

構造

終結

国連や地域機構などの国際機構を取り上げながら､国
際機構の歴史と組織、国際法上の権利や義務、国際
機構のさまざまな活動について学びます。

アメリカ・中国・ロシア・北東アジア・東南アジア・南アジ
ア・中東について、それぞれの国・地域の安全保障環境
や日本との関係等を、歴史・政治・外交・経済・社会・宗
教・文化など様 な々観点から学びます。

少人数によるゼミ形式で国際関係に関する特定のテー
マを掘り下げて学ぶことで、国際関係論の研究方法を
身につけます。

対立するインドとパキスタンのこれまでの核戦争の危機
を事例として、核保有国間で抑止のメカニズムがどのよ
うな条件で機能するのかを考察します。

危機事案研究Ⅱ

国際政治学Ⅰ・Ⅱ

国際政治史Ⅰ・Ⅱ

国際政治史Ⅱ：スターリン、チャーチル、ローズベルトのような歴
史的人物になりきって解説を加えることで、ときに笑いを誘いなが
ら、歴史の現代的意味を一緒に考える。

卒業研究発表会：自国のイスラム反乱への対策
について発表するフィリピンからの留学生。

国際関係研究：５～６人のゼミ。複雑な中東をめぐる国際関係について、英語文献を輪読し、活発な議
論を通じて専門的な知識を身につけます。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

何を学ぶ？どう学ぶ？●少人数教育を心がけ、実験と演習を多く取り入れ、教員と学生
とのふれあいを大切にしています。大学教育ですから、ある程度高度な結果が求めら
れますが、応用数学、力学、熱力学、電磁気学、量子力学、統計力学、連続体力学などの
基礎的な内容から徐々に積み上げ、さらに回路論、弾塑性力学、物質科学、量子物理
学、光科学、プラズマ工学、原子核物理学へと発展させて、最終的に専門分野の高度な
知識や最新の技術を学べるようにカリキュラムを組んでいます。

■光科学
まず、光を波として扱う波動光学の基礎と応用に

ついて学習し、次にレーザーの基本原理とその仕

組みについて学びます。さらにレーザーによって

引き起こされる非線形光学について理解し、それ

を応用した光の制御技術について学びます。

■人間情報工学
人間の視覚や脳のメカニズムなどに関する基礎知

識から、自衛隊装備としても導入されつつあるＶ

Ｒや３Ｄ映像、脳機能計測といった応用技術まで

幅広く学びます。

■電子情報工学
半導体素子の動作原理、通信・情報技術に欠かせ

ないアナログ・ディジタル回路について学び、近

年のエレクトロニクス産業の発展を支える電子情

報工学に関する幅広い知識を取得します。

■相対性理論
光速や質量などへの素朴な疑問から出発して，時

空の対称性および重力に関するアインシュタイン

の理論を基礎から学んでいきます。宇宙の進化を

支配する数式にふれることができます。

■バイオメカニクス
バイオメカニクスは生体力学という意味です。普

段使っている私達の体がどのような仕組みで動い

ているか、ということを力学的な視点から学ぶこ

とができる授業です。

■計算機シミュレーション科学
理論、実験に次いで、第３の科学と言われているコン

ピュータ・シミュレーションは、自然現象の解明から

装備品開発などの工学分野まで広く使われています。

その基礎原理から応用までを学びます。

■超高速弾道学
宇宙ゴミの衝突による宇宙機の損傷評価、天体衝

突現象の解明など宇宙理工学における様々な問題

に加え、将来の自衛隊装備品などにも深く関係す

る、極超音速で飛翔する物体に関する物理現象の

基礎を学びます。

■放射線計測
放射線の性質と検出手段、そして放射線防護につ

いて学びます。原子力災害対応はもちろん、航空

機や特殊車両の内部欠陥検査など、自衛隊の部隊

活動に有益な放射線利用の知識を習得できます。

■物質科学・量子科学
量子力学や熱統計力学を用いて、物質の巨視的性

質を多数の原子と電子の微視的振る舞いとして理

解し、現代の科学技術を支える機能性素子などへ

の応用を学びます。

応用物理学科は、自然法則と技術的発明との橋渡しを担っている学科です。

自衛隊組織のゼネラリストである幹部自衛官の中でも、科学技術の幅広い基礎知識に基づいた論理的思考力と応用力を身

につけた「真のゼネラリスト」の育成を目指しています。

技術は常に進化を続け、単なる知識など数年を経ずに色あせていきます。だからこそ、科学技術の根底にある自然現象の理

解が「真のゼネラリスト」に求められる素養なのです。そのために、理論計算、原子核、放射線、固体物理学、高速弾道、電子

回路、生体人間情報までの幅広い分野で活躍する多数の教授陣による少数教育を行っています。

応用物理学科では、自然法則の発見（理学）から技術的発明（工学）まで知的体系を極めるよろこびを、学生と分かち合え

る教育研究を行っています。

相 対 性 理 論

超 高 速 弾 道 学

進化し続ける発明（工学）を学び、発見（理学）のよろこびを見い出す。

物 質 科 学
量 子 科 学

大型の２段式超高速衝突実験装置。微小隕石や宇宙デブリを模擬した飛翔体を超高速で打ち出し、対象物に衝突させて損傷・破壊状態を評価する実験（右下写真）を行っている
様子。（高速弾道学研究室）

ポリカーボネート球が秒速 6km でポリカーボネートブ
ロックに衝突した時の超高速度撮影画像（高速弾道学
研究室）
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﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

何を学ぶ？どう学ぶ？●少人数教育を心がけ、実験と演習を多く取り入れ、教員と学生
とのふれあいを大切にしています。大学教育ですから、ある程度高度な結果が求めら
れますが、応用数学、力学、熱力学、電磁気学、量子力学、統計力学、連続体力学などの
基礎的な内容から徐々に積み上げ、さらに回路論、弾塑性力学、物質科学、量子物理
学、光科学、プラズマ工学、原子核物理学へと発展させて、最終的に専門分野の高度な
知識や最新の技術を学べるようにカリキュラムを組んでいます。

■光科学
まず、光を波として扱う波動光学の基礎と応用に

ついて学習し、次にレーザーの基本原理とその仕

組みについて学びます。さらにレーザーによって

引き起こされる非線形光学について理解し、それ

を応用した光の制御技術について学びます。

■人間情報工学
人間の視覚や脳のメカニズムなどに関する基礎知

識から、自衛隊装備としても導入されつつあるＶ

Ｒや３Ｄ映像、脳機能計測といった応用技術まで

幅広く学びます。

■電子情報工学
半導体素子の動作原理、通信・情報技術に欠かせ

ないアナログ・ディジタル回路について学び、近

年のエレクトロニクス産業の発展を支える電子情

報工学に関する幅広い知識を取得します。

■相対性理論
光速や質量などへの素朴な疑問から出発して，時

空の対称性および重力に関するアインシュタイン

の理論を基礎から学んでいきます。宇宙の進化を

支配する数式にふれることができます。

■バイオメカニクス
バイオメカニクスは生体力学という意味です。普

段使っている私達の体がどのような仕組みで動い

ているか、ということを力学的な視点から学ぶこ

とができる授業です。

■計算機シミュレーション科学
理論、実験に次いで、第３の科学と言われているコン

ピュータ・シミュレーションは、自然現象の解明から

装備品開発などの工学分野まで広く使われています。

その基礎原理から応用までを学びます。

■超高速弾道学
宇宙ゴミの衝突による宇宙機の損傷評価、天体衝

突現象の解明など宇宙理工学における様々な問題

に加え、将来の自衛隊装備品などにも深く関係す

る、極超音速で飛翔する物体に関する物理現象の

基礎を学びます。

■放射線計測
放射線の性質と検出手段、そして放射線防護につ

いて学びます。原子力災害対応はもちろん、航空

機や特殊車両の内部欠陥検査など、自衛隊の部隊

活動に有益な放射線利用の知識を習得できます。

■物質科学・量子科学
量子力学や熱統計力学を用いて、物質の巨視的性

質を多数の原子と電子の微視的振る舞いとして理

解し、現代の科学技術を支える機能性素子などへ

の応用を学びます。

応用物理学科は、自然法則と技術的発明との橋渡しを担っている学科です。

自衛隊組織のゼネラリストである幹部自衛官の中でも、科学技術の幅広い基礎知識に基づいた論理的思考力と応用力を身

につけた「真のゼネラリスト」の育成を目指しています。

技術は常に進化を続け、単なる知識など数年を経ずに色あせていきます。だからこそ、科学技術の根底にある自然現象の理

解が「真のゼネラリスト」に求められる素養なのです。そのために、理論計算、原子核、放射線、固体物理学、高速弾道、電子

回路、生体人間情報までの幅広い分野で活躍する多数の教授陣による少数教育を行っています。

応用物理学科では、自然法則の発見（理学）から技術的発明（工学）まで知的体系を極めるよろこびを、学生と分かち合え

る教育研究を行っています。

相 対 性 理 論

超 高 速 弾 道 学

進化し続ける発明（工学）を学び、発見（理学）のよろこびを見い出す。

物 質 科 学
量 子 科 学

※授業科目は年度によって変わることがあります。

微量放射性物質を検知するための放射性検出器
（放射線防護研究室）

試作半導体チップをプローブ電極へ正確に置く
操作（電子回路研究室）

電子顕微鏡による機能性セラミックスの観察
（固体物理研究室）

卒業研究ゼミ（素粒子物理研究室）

生体細胞の培養と染色を行っている学生
（応用数理生理学研究室）

レーザーによる表面物性の研究（表面物性研究室）

航空機操縦時の視線計測と有効視野の解析
（脳情報処理研究室）
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化学は物質の構造、反応、物性などを探求・理解し、目的に合った特性、機能をもつ物質を創造する学問です。応用化学科は、
物質創成、物質解析、環境エネルギー、バイオサイエンスの教育研究分野で構成されています。物質の原子レベルの本質か
ら、材料、環境、生物などマクロ的な視点までの一貫した知識体系が構築され、自然や化学への興味を深めるだけでなく、化
学に関連した事象への対応力が培われます。さらには、火薬類に代表される高エネルギー物質に関する教育研究も充実して
います。応用化学科での３年間は、合理的な思考に基づいた正確な判断力・実行力を身につけた自衛官の育成に結びつきま
す。応用化学科は、理工学系学生に共通した基礎教育を担うだけでなく、常に先端科学を見据えて研究領域を拡充し、新しい
分野に挑戦する学科でもあります。　　　応用化学科ホームページ：https://www.nda.ac.jp/cc/chem/

何を学ぶ?どう学ぶ?●応用化学科には、物質創成、物質解析、環境エネルギー、
バイオサイエンスの４教育研究分野があります。各分野に共通した基礎的な知識か
ら、応用・発展的な内容への理解が深まるように、各講義・演習科目を体系的に配
置しています。各教育研究分野が有機的に連携することにより、専門的な知識をさ
らに深めていくことができます。第４学年の卒業研究は、４つの教育研究分野から
テーマを選んで、教官のマンツーマン指導を受けることができます。選んだテーマ
に基づき、１年かけて実験・議論を繰り返し、卒業論文を完成させます。

﹇
修
得
単
位
数
32
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
14
単
位
﹈

同 位 体 と 材 料 の 無 機 化 学
有 機 合 成 化 学

分 子 統 計 熱 力 学
機 器 分 析 化 学

高 分 子 合 成
高 分 子 物 性
プ ロ セ ス 化 学

資 源 エ ネ ル ギ ー 化 学
触 媒 化 学
火 薬 学 Ⅱ
細 胞 生 物 学
生 体 分 子 化 学
生 物 情 報 学
分 子 生 物 学
コ ン ピ ュ ー タ 化 学

資 源 環 境 分 析

機 能 材 料 化 学

安 全 と 防 災 の 化 学

応 用 電 気 化 学
遺 伝 子 工 学

微 生 物 学
バ イ オ セ キ ュ リ テ ィ ー 概 論
特 別 講 義

理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

無 機 化 学
有 機 化 学 Ⅰ

有 機 化 学 Ⅱ
応 用 物 理 化 学
反 応 化 学

火 薬 学 Ⅰ
基 礎 生 命 科 学
化 学 演 習
応 用 化 学 ゼ ミ

化 学 技 術 表 現 演 習
応 用 化 学 実 験
卒 業 研 究

物 理 化 学
分 析 化 学
応 用 無 機 化 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
1
2
6

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
1～2

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

■無機化学
各元素の性質と化学を、周期律表を基に講義します。

原子構造、化学結合、量子力学についても学びます。

■有機化学Ⅰ
有機化学の基礎的概念について学び、有機化合物及

び合成高分子を理解するために必要な諸事項を修得

します。

■物理化学
物質を構成する原子や分子が集合して存在している場

合を様々な熱量学関数をもとに解釈して、平衡論につ

いての理解を深めるとともに、物質の変化を取り扱う

上での基礎知識を得ます。

■分析化学
溶解、分離、濃縮、元素の化学状態の分析について、また、

その理論的基礎となる溶液内化学平衡の概念、溶液内

化学反応の特徴、各種化学平衡とその分析化学への

応用について学びます。

■応用無機化学
還移元素（d電子及びf電子元素）、電子不足結合、混

合原子価化合物、錯体、無機溶液化学、機能性無機材

料についての講義を行います。

■有機化学Ⅱ
共役系や官能基に関する反応論と構造論を理解し、

有機化合物及び高分子の創成に必要な基礎知識を修

得します。

■応用物理化学
量子力学と分光学により原子構造、分子構造及び化

学結合について講義します。

■高分子合成
プラスチックや繊維の素材となりうる合成高分子の

特質と合成方法に関わる基礎的知識を修得します。

■反応化学
反応速度定数について経験則から統計論的アプローチ

までの広い範囲を講義するとともに、物質移動等の化

学工学の初歩に触れることにより化学工学の基礎と応

用の橋渡しも試みます。

■資源エネルギー化学
持続可能な開発が望まれる現代社会に必要な資源・エ

ネルギーに関する知識を、基礎から最新の技術まで学

びます。

■火薬学Ⅰ
黒色火薬、産業用爆薬、高性能爆薬、ロケット用推進

薬などの火薬類の性能及び試験法、発破などの基礎知

識とともに、燃焼と爆轟の違いについて学びます。

■基礎生命科学
生命現象を総合的に理解することを目的として、生物

の成り立ちなど、生物学に関する基礎的な知識を修得

します。

■生物情報学
生物が持つ様々な情報を解析することで、生命現象の

一端を理解します。

■化学技術表現演習・応用化学ゼミ
文章作成やプレゼンテーション技術の習得を通して科

学的コミュニケーション能力と思考力を養う。また化

学英語論文の読解力を養う。
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卒業研究：ラマン分光法を用いて、タンパク質などの
生体分子を含む様々な物質の構造や相互作用を分析し
ます。

卒業研究：微生物や培養細胞を用いて、その DNA・タンパク質についての基礎実験を行っています。教官の指導の下、得られたデータについてディスカッションをします。



化学は物質の構造、反応、物性などを探求・理解し、目的に合った特性、機能をもつ物質を創造する学問です。応用化学科は、
物質創成、物質解析、環境エネルギー、バイオサイエンスの教育研究分野で構成されています。物質の原子レベルの本質か
ら、材料、環境、生物などマクロ的な視点までの一貫した知識体系が構築され、自然や化学への興味を深めるだけでなく、化
学に関連した事象への対応力が培われます。さらには、火薬類に代表される高エネルギー物質に関する教育研究も充実して
います。応用化学科での３年間は、合理的な思考に基づいた正確な判断力・実行力を身につけた自衛官の育成に結びつきま
す。応用化学科は、理工学系学生に共通した基礎教育を担うだけでなく、常に先端科学を見据えて研究領域を拡充し、新しい
分野に挑戦する学科でもあります。　　　応用化学科ホームページ：https://www.nda.ac.jp/cc/chem/

何を学ぶ?どう学ぶ?●応用化学科には、物質創成、物質解析、環境エネルギー、
バイオサイエンスの４教育研究分野があります。各分野に共通した基礎的な知識か
ら、応用・発展的な内容への理解が深まるように、各講義・演習科目を体系的に配
置しています。各教育研究分野が有機的に連携することにより、専門的な知識をさ
らに深めていくことができます。第４学年の卒業研究は、４つの教育研究分野から
テーマを選んで、教官のマンツーマン指導を受けることができます。選んだテーマ
に基づき、１年かけて実験・議論を繰り返し、卒業論文を完成させます。
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プ ロ セ ス 化 学

資 源 エ ネ ル ギ ー 化 学
触 媒 化 学
火 薬 学 Ⅱ
細 胞 生 物 学
生 体 分 子 化 学
生 物 情 報 学
分 子 生 物 学
コ ン ピ ュ ー タ 化 学

資 源 環 境 分 析

機 能 材 料 化 学

安 全 と 防 災 の 化 学

応 用 電 気 化 学
遺 伝 子 工 学

微 生 物 学
バ イ オ セ キ ュ リ テ ィ ー 概 論
特 別 講 義

理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

無 機 化 学
有 機 化 学 Ⅰ

有 機 化 学 Ⅱ
応 用 物 理 化 学
反 応 化 学

火 薬 学 Ⅰ
基 礎 生 命 科 学
化 学 演 習
応 用 化 学 ゼ ミ

化 学 技 術 表 現 演 習
応 用 化 学 実 験
卒 業 研 究

物 理 化 学
分 析 化 学
応 用 無 機 化 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
1
2
6
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2
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2
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2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
1～2
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最
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単
位
数
55
単
位
﹈

■無機化学
各元素の性質と化学を、周期律表を基に講義します。

原子構造、化学結合、量子力学についても学びます。

■有機化学Ⅰ
有機化学の基礎的概念について学び、有機化合物及

び合成高分子を理解するために必要な諸事項を修得

します。

■物理化学
物質を構成する原子や分子が集合して存在している場

合を様々な熱量学関数をもとに解釈して、平衡論につ

いての理解を深めるとともに、物質の変化を取り扱う

上での基礎知識を得ます。

■分析化学
溶解、分離、濃縮、元素の化学状態の分析について、また、

その理論的基礎となる溶液内化学平衡の概念、溶液内

化学反応の特徴、各種化学平衡とその分析化学への

応用について学びます。

■応用無機化学
還移元素（d電子及びf電子元素）、電子不足結合、混

合原子価化合物、錯体、無機溶液化学、機能性無機材

料についての講義を行います。

■有機化学Ⅱ
共役系や官能基に関する反応論と構造論を理解し、

有機化合物及び高分子の創成に必要な基礎知識を修

得します。

■応用物理化学
量子力学と分光学により原子構造、分子構造及び化

学結合について講義します。

■高分子合成
プラスチックや繊維の素材となりうる合成高分子の

特質と合成方法に関わる基礎的知識を修得します。

■反応化学
反応速度定数について経験則から統計論的アプローチ

までの広い範囲を講義するとともに、物質移動等の化

学工学の初歩に触れることにより化学工学の基礎と応

用の橋渡しも試みます。

■資源エネルギー化学
持続可能な開発が望まれる現代社会に必要な資源・エ

ネルギーに関する知識を、基礎から最新の技術まで学

びます。

■火薬学Ⅰ
黒色火薬、産業用爆薬、高性能爆薬、ロケット用推進

薬などの火薬類の性能及び試験法、発破などの基礎知

識とともに、燃焼と爆轟の違いについて学びます。

■基礎生命科学
生命現象を総合的に理解することを目的として、生物

の成り立ちなど、生物学に関する基礎的な知識を修得

します。

■生物情報学
生物が持つ様々な情報を解析することで、生命現象の

一端を理解します。

■化学技術表現演習・応用化学ゼミ
文章作成やプレゼンテーション技術の習得を通して科

学的コミュニケーション能力と思考力を養う。また化

学英語論文の読解力を養う。

授業風景：それぞれの科目のシラバスに沿って、講義が進められます。シラバスは学科ホー
ムページから見ることができます。
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応用化学実験：
上）酸一塩基の中和滴定実験
中）アルコールの脱水反応
下）X 線による結晶構造の解析

コンピュータ化学の授業

※授業科目は年度によって変わることがあります。

火薬の燃焼実験



熱 力 学
流 体 力 学
応 用 電 磁 気 学
応 用 数 学
海 洋 学
天 文 学
固 体 力 学
気 象 学 概 論
地 圏 環 境 科 学
振 動 波 動 学
情 報 処 理
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅰ
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅱ
地 球 海 洋 学 実 験 Ⅰ
地 球 海 洋 学 実 験 Ⅱ
計 算 地 球 科 学 演 習
論 文 講 読
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
6

リ モ ー ト セ ン シ ン グ
信 号 解 析
海 洋 大 気 物 理 学
海 洋 音 響 計 測
地 球 惑 星 科 学
海 洋 探 知 工 学
大 気 科 学
観 測 地 球 物 理 学
地 球 環 境 解 析 学
応 用 気 象 学
宇 宙 物 理 学
航 空 気 象 学
地 球 海 洋 ゼ ミ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

衛 星 画 像 処 理 概 論
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
1～2

我々の活動する地球という天体に関して、宇宙物
理学的観点からその存在意義を探ります。さらに、
地球が宇宙空間においてどのような存在環境にあ
るのかを、太陽物理学及び宇宙学的観点から実証
的に学びます。

地球上における地震・火山などの自然災害と地球
環境の観測のための知識と、観測結果からわかる
地震や環境問題について学びます。

太陽放射、大気大循環、大気に働く力、気圧と風、
水蒸気と雲、温帯低気圧と台風、気団と前線など、
地球を取り巻く大気中で起る様々な現象について
基礎的な知識を学びます。

航空機の運用に関する気象現象、例えば、低層
ウィンドシアや、晴天乱気流などについて学びます。

何を学ぶ？どう学ぶ？●第２学年では地球海洋学の基礎的な授業、第３学年では
様々な分野の授業、第４学年では自由にテーマを選んで卒業研究が行われます。台
風、ダウンバースト、航空気象、気象レーダ観測、都市の温暖化、海氷、海流、エルニ
ーニョ、地震、マントル対流、銀河、太陽、宇宙天気、水中音響探知システム、海洋音
響トモグラフィーなどの研究が行われています。卒業研究は興味のあるテーマをも
とに観測や実験・解析・理論を通して教官と議論しながらまとめていきます。

海洋探知工学

地圏環境科学

海洋音響計測

観測地球物理学

岩石圏、気圏、水圏を含む地圏における地球内部
構造などの基礎的な知識と、３圏の相互作用につ
いて学びます。

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
35
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
16
単
位
﹈

地球海洋学実験 I（高層気象観測）：バルーンを上げて上空の温度、湿度、気圧などを計測。気象学の基礎を理解する。
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熱 力 学
流 体 力 学
応 用 電 磁 気 学
応 用 数 学
海 洋 学
天 文 学
固 体 力 学
気 象 学 概 論
地 圏 環 境 科 学
振 動 波 動 学
情 報 処 理
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地 球 海 洋 学 演 習 Ⅱ
地 球 海 洋 学 実 験 Ⅰ
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2
2
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1
1
1
1
1
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2
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2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
1～2

我々の活動する地球という天体に関して、宇宙物
理学的観点からその存在意義を探ります。さらに、
地球が宇宙空間においてどのような存在環境にあ
るのかを、太陽物理学及び宇宙学的観点から実証
的に学びます。

地球上における地震・火山などの自然災害と地球
環境の観測のための知識と、観測結果からわかる
地震や環境問題について学びます。

太陽放射、大気大循環、大気に働く力、気圧と風、
水蒸気と雲、温帯低気圧と台風、気団と前線など、
地球を取り巻く大気中で起る様々な現象について
基礎的な知識を学びます。

航空機の運用に関する気象現象、例えば、低層
ウィンドシアや、晴天乱気流などについて学びます。

何を学ぶ？どう学ぶ？●第２学年では地球海洋学の基礎的な授業、第３学年では
様々な分野の授業、第４学年では自由にテーマを選んで卒業研究が行われます。台
風、ダウンバースト、航空気象、気象レーダ観測、都市の温暖化、海氷、海流、エルニ
ーニョ、地震、マントル対流、銀河、太陽、宇宙天気、水中音響探知システム、海洋音
響トモグラフィーなどの研究が行われています。卒業研究は興味のあるテーマをも
とに観測や実験・解析・理論を通して教官と議論しながらまとめていきます。

海洋探知工学

地圏環境科学

海洋音響計測

観測地球物理学

岩石圏、気圏、水圏を含む地圏における地球内部
構造などの基礎的な知識と、３圏の相互作用につ
いて学びます。

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
35
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
16
単
位
﹈

地球海洋学実験Ⅱ（海洋音響学）：機動艇に乗り海中の音響測深データを観測する。

地球海洋学実験Ⅱ（地震学）：
ハンマーを使った人工地震の記録から地下構造
を推測する。

※授業科目は年度によって変わることがあります。

計算地球科学演習： 自身で作成
したコンピュータプログラムで
データ解析やシミュレーション
を実習する。

29



電 気 磁 気 学 Ⅰ
電 気 磁 気 学 Ⅱ
電 気 回 路 Ⅰ
電 気 回 路 Ⅱ
電 気 数 学
電 子 理 論
電 気 計 測
電 気 磁 気 学 演 習 Ⅰ
電 気 磁 気 学 演 習 Ⅱ
電 気 回 路 演 習 Ⅰ
電 気 回 路 演 習 Ⅱ
電 気 電 子 実 験 Ⅰ
電 気 電 子 実 験 Ⅱ
電 気 電 子 英 語
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
2
6

コ ン ピ ュ ー タ 基 礎
電 子 物 性
固 体 電 子 工 学
電 子 デ バ イ ス
制 御 工 学 Ⅰ
制 御 工 学 Ⅱ
電 子 回 路 Ⅰ
電 子 回 路 Ⅱ
電 気 機 器
電 気 エ ネ ル ギ ー 工 学
無 線 機 器

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

電 気 電 子 基 礎 英 語
数 値 計 算 法
シ ス テ ム 工 学
光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
気 体 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
電 波 工 学
通 信 シ ス テ ム
電 波 法
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

電気磁気学Ⅰ・Ⅱ

電気回路Ⅰ・Ⅱ

コンピュータ基礎・数値計算法

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
28
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
14
単
位
﹈

　　　　　　　　　　 第2学年では、エレクトロニクスの基礎を学びます。特に電
気磁気学と電気回路は、授業と並行して演習に取り組むことにより、確実に理解で
きるようになります。第3学年では、電子回路、電子物性、電気機器、制御工学といっ
た電気電子の専門科目に加え、コンピュータや無線機器といった関連科目も学びま
す。また、実験を通じ、実際の物に触れて知識を確認します。第4学年時の卒業研
究では、電気基礎学、電気機器学、電子制御工学、量子電子工学、電子物理学、
電子デバイス工学、電気情報工学および電子計測学の幅広い専門分野の中からテー
マを自由に選び、教官と1対1でエレクトロニクスの最先端の研究を進めます。また、
指定した科目の単位を取得することで、第1級陸上特殊無線技士や第3級海上特殊
無線技士の資格を得ることができます。

電子を自由に操り応用する技術であるエレクトロニクスは私たちの生活をますます豊かにしています。
近い将来到来するIoT技術によるスマート社会においてもその根幹を支える重要な技術となっています。
電気電子工学科では、エレクトロニクスの基礎から最先端の応用まで一貫して教育を行い、
エレクトロニクスの知識を応用して21世紀の防衛システムの構築に貢献できる幹部自衛官の
育成に力を注いでいます。

卒業研究 ( 量子電子工学研究室 )：紫外レーザーを用いた物質表面の官能基操作に関する実験
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電 気 磁 気 学 Ⅰ
電 気 磁 気 学 Ⅱ
電 気 回 路 Ⅰ
電 気 回 路 Ⅱ
電 気 数 学
電 子 理 論
電 気 計 測
電 気 磁 気 学 演 習 Ⅰ
電 気 磁 気 学 演 習 Ⅱ
電 気 回 路 演 習 Ⅰ
電 気 回 路 演 習 Ⅱ
電 気 電 子 実 験 Ⅰ
電 気 電 子 実 験 Ⅱ
電 気 電 子 英 語
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
2
6

コ ン ピ ュ ー タ 基 礎
電 子 物 性
固 体 電 子 工 学
電 子 デ バ イ ス
制 御 工 学 Ⅰ
制 御 工 学 Ⅱ
電 子 回 路 Ⅰ
電 子 回 路 Ⅱ
電 気 機 器
電 気 エ ネ ル ギ ー 工 学
無 線 機 器

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

電 気 電 子 基 礎 英 語
数 値 計 算 法
シ ス テ ム 工 学
光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
気 体 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
電 波 工 学
通 信 シ ス テ ム
電 波 法
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

電気磁気学Ⅰ・Ⅱ

電気回路Ⅰ・Ⅱ

コンピュータ基礎・数値計算法

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
28
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
14
単
位
﹈

　　　　　　　　　　 第2学年では、エレクトロニクスの基礎を学びます。特に電
気磁気学と電気回路は、授業と並行して演習に取り組むことにより、確実に理解で
きるようになります。第3学年では、電子回路、電子物性、電気機器、制御工学といっ
た電気電子の専門科目に加え、コンピュータや無線機器といった関連科目も学びま
す。また、実験を通じ、実際の物に触れて知識を確認します。第4学年時の卒業研
究では、電気基礎学、電気機器学、電子制御工学、量子電子工学、電子物理学、
電子デバイス工学、電気情報工学および電子計測学の幅広い専門分野の中からテー
マを自由に選び、教官と1対1でエレクトロニクスの最先端の研究を進めます。また、
指定した科目の単位を取得することで、第1級陸上特殊無線技士や第3級海上特殊
無線技士の資格を得ることができます。

電子を自由に操り応用する技術であるエレクトロニクスは私たちの生活をますます豊かにしています。
近い将来到来するIoT技術によるスマート社会においてもその根幹を支える重要な技術となっています。
電気電子工学科では、エレクトロニクスの基礎から最先端の応用まで一貫して教育を行い、
エレクトロニクスの知識を応用して21世紀の防衛システムの構築に貢献できる幹部自衛官の
育成に力を注いでいます。

※授業科目は年度によって変わることがあります。

卒業研究（電子物理学研究室）：クリーンル
ーム内で行われる高感度電磁波検出素子の
製作に関する研究

卒業研究（電気基礎学研究室）：
ステルス性の評価基準となるレ
ーダ断面積の簡易電波暗室を利
用した高精度測定法の研究
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基 礎 電 磁 気 学
電 磁 気 学
基 礎 電 気 回 路
電 気 回 路
通 信 数 学 Ⅰ
通 信 数 学 Ⅱ
通 信 工 学 Ⅰ
電 子 回 路 Ⅰ
電 波 工 学 Ⅰ
基 礎 電 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路 演 習
通 信 工 学 実 験 Ⅰ
通 信 工 学 実 験 Ⅱ
通 信 工 学 応 用 実 験
通 信 工 学 基 礎 英 語
通 信 工 学 英 語
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
6

コ ン ピ ュ ー タ 工 学
通 信 計 測
光 通 信 工 学 Ⅰ
基 礎 プ ロ グ ラ ミ ン グ
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理
電 子 理 論
通 信 工 学 Ⅱ
通 信 材 料 Ⅰ
電 波 工 学 Ⅱ
光 通 信 工 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

応 用 プ ロ グ ラ ミ ン グ
通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ⅰ
電 子 回 路 Ⅱ
光 応 用 工 学
通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ⅱ
電 波 航 法 工 学
電 波 法
光 電 波 応 用 計 測
レ ー ダ 工 学
応 用 通 信 工 学
通 信 材 料 Ⅱ
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
２
２
1～2

第

33

14

通信ネットワークⅠ・Ⅱ

通信数学Ⅰ・Ⅱ

伝送技術、交換技術、光ファイバ伝送技術、無線通
信技術等に関する基礎知識とインターネットを実現
している情報通信ネットワークの仕組みについて学
びます。

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

卒業研究（光通信工学講座）：光ファイバーを用いた高密度情報信号の生成実験。現在の高度な通信ネットワークの根幹を支える光通信技術を学ぶ。
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基 礎 電 磁 気 学
電 磁 気 学
基 礎 電 気 回 路
電 気 回 路
通 信 数 学 Ⅰ
通 信 数 学 Ⅱ
通 信 工 学 Ⅰ
電 子 回 路 Ⅰ
電 波 工 学 Ⅰ
基 礎 電 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路 演 習
通 信 工 学 実 験 Ⅰ
通 信 工 学 実 験 Ⅱ
通 信 工 学 応 用 実 験
通 信 工 学 基 礎 英 語
通 信 工 学 英 語
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
6

コ ン ピ ュ ー タ 工 学
通 信 計 測
光 通 信 工 学 Ⅰ
基 礎 プ ロ グ ラ ミ ン グ
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理
電 子 理 論
通 信 工 学 Ⅱ
通 信 材 料 Ⅰ
電 波 工 学 Ⅱ
光 通 信 工 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

応 用 プ ロ グ ラ ミ ン グ
通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ⅰ
電 子 回 路 Ⅱ
光 応 用 工 学
通 信 ネ ッ ト ワ ー ク Ⅱ
電 波 航 法 工 学
電 波 法
光 電 波 応 用 計 測
レ ー ダ 工 学
応 用 通 信 工 学
通 信 材 料 Ⅱ
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
２
２
1～2

第

33

14

通信ネットワークⅠ・Ⅱ

通信数学Ⅰ・Ⅱ

伝送技術、交換技術、光ファイバ伝送技術、無線通
信技術等に関する基礎知識とインターネットを実現
している情報通信ネットワークの仕組みについて学
びます。

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

※授業科目は年度によって変わることがあります。

卒業研究（レーダ信号処理工学講座）：電子
海図情報表示装置による観測実験

卒業研究（通信ネットワーク研究室）：ネット
ワーク型遠隔制御の通信品質測定

選択必修科目：通信工学の応用科目を学び、卒業研究等の理解につなげる。
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情報は私たちの利用可能な資源です。サイバー・情報工学科では、情報の収集から整理・蓄積・加工、ネットワーク

を利用した交換まで、最新の技術や考え方を利用して、より速く、また少ない資源で実現することを研究していま

す。本学科の学生は、最先端の設備を使って、情報技術の基盤となる数学、アルゴリズム、プログラミングから、

サイバーセキュリティや人工知能などの最新技術まで幅広い分野について学んでいます。

サイバー・情報工学科

専門の数学を学ぶための基礎となる数学の基本

概念を習得します。

コンピュータアーキテクチャ

人工知能Ⅰ・Ⅱ

サイバーコース・情報基礎コース共通

●第２学年ではコンピュータの基礎、つまり、「コンピュー
タとはなにか？」から学びます。コンピュータの構成、プロ
グラムがどのように処理されるか、また、プログラミングの
基礎を学びます。
●第３学年ではサイバーコースと情報基盤コースに分かれま
す。アルゴリズム論や数値解析、セキュリティ等について学
習し､情報科学の素養や情報セキュリティ問題を解決する能
力を高めます。
●第４学年ではこれまでに学んだ知識と各自の興味に基づい
てテーマを絞り、卒業研究を行ないます。

電 子 回 路
基 礎 ア ル ゴ リ ズ ム 論
コ ン ピ ュ ー タ ア ー キ テ ク チ ャ
情 報 数 学
情 報 理 論
情 報 工 学 基 礎
符 号 理 論
論 理 設 計 学
プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語
情 報 工 学 演 習 Ⅰ
数 値 計 算
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 概 論
情 報 工 学 演 習 Ⅱ
情 報 工 学 実 験 Ⅰ
オ ぺ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム
情 報 工 学 演 習 Ⅲ
情 報 工 学 実 験 Ⅱ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
1
1
2
1
1
6

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
35
単
位
﹈

情報基礎コース

計 画 数 理
コ ン パ イ ラ
オブジェクト指向プログラミング
ア ル ゴ リ ズ ム と デ ー タ 構 造
デ ー タ ベ ー ス 論
数 理 科 学 入 門
数 学 通 論
解 析 学 Ⅰ
代 数 学 Ⅰ
幾 何 学 Ⅰ
応 用 数 学
解 析 学 Ⅱ
代 数 学 Ⅱ
幾 何 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

情 報 工 学 英 語
英 語 論 文 購 読
量 子 セ キ ュ リ テ ィ 基 礎
ネ ッ ト ワ ー ク セ キ ュ リ テ ィ
デ ー タ 解 析
人 工 知 能 Ⅱ
インターネットメディアコミュニケーション
代 数 入 門
数 理 統 計 入 門
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

サイバーコース

生 命 と 情 報
人 工 知 能 Ⅰ
コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク
現 代 暗 号 理 論
セ キ ュ ア プ ロ ト コ ル
数 理 科 学 入 門
数 学 通 論
解 析 学 Ⅰ
代 数 学 Ⅰ
幾 何 学 Ⅰ
応 用 数 学
解 析 学 Ⅱ
代 数 学 Ⅱ
幾 何 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

情 報 工 学 英 語
英 語 論 文 購 読
メ デ ィ ア 情 報 処 理
地 理 情 報 処 理
オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ
ソ フ ト ウ ェ ア 工 学
計 算 機 言 語 設 計 論
代 数 入 門
数 理 統 計 入 門
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

情報工学実験Ⅰ：再構成可能素子（CPLD）によるプログラミングとハードウェア（IO）の制御の実習。実験では学生への個別指導が行なわれる。
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情報は私たちの利用可能な資源です。サイバー・情報工学科では、情報の収集から整理・蓄積・加工、ネットワーク

を利用した交換まで、最新の技術や考え方を利用して、より速く、また少ない資源で実現することを研究していま

す。本学科の学生は、最先端の設備を使って、情報技術の基盤となる数学、アルゴリズム、プログラミングから、

サイバーセキュリティや人工知能などの最新技術まで幅広い分野について学んでいます。

サイバー・情報工学科

専門の数学を学ぶための基礎となる数学の基本

概念を習得します。

コンピュータアーキテクチャ

人工知能Ⅰ・Ⅱ

サイバーコース・情報基礎コース共通

●第２学年ではコンピュータの基礎、つまり、「コンピュー
タとはなにか？」から学びます。コンピュータの構成、プロ
グラムがどのように処理されるか、また、プログラミングの
基礎を学びます。
●第３学年ではサイバーコースと情報基盤コースに分かれま
す。アルゴリズム論や数値解析、セキュリティ等について学
習し､情報科学の素養や情報セキュリティ問題を解決する能
力を高めます。
●第４学年ではこれまでに学んだ知識と各自の興味に基づい
てテーマを絞り、卒業研究を行ないます。

電 子 回 路
基 礎 ア ル ゴ リ ズ ム 論
コ ン ピ ュ ー タ ア ー キ テ ク チ ャ
情 報 数 学
情 報 理 論
情 報 工 学 基 礎
符 号 理 論
論 理 設 計 学
プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語
情 報 工 学 演 習 Ⅰ
数 値 計 算
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 概 論
情 報 工 学 演 習 Ⅱ
情 報 工 学 実 験 Ⅰ
オ ぺ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム
情 報 工 学 演 習 Ⅲ
情 報 工 学 実 験 Ⅱ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
1
1
2
1
1
6

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

﹇
修
得
単
位
数
35
単
位
﹈

情報基礎コース

計 画 数 理
コ ン パ イ ラ
オブジェクト指向プログラミング
ア ル ゴ リ ズ ム と デ ー タ 構 造
デ ー タ ベ ー ス 論
数 理 科 学 入 門
数 学 通 論
解 析 学 Ⅰ
代 数 学 Ⅰ
幾 何 学 Ⅰ
応 用 数 学
解 析 学 Ⅱ
代 数 学 Ⅱ
幾 何 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

情 報 工 学 英 語
英 語 論 文 購 読
量 子 セ キ ュ リ テ ィ 基 礎
ネ ッ ト ワ ー ク セ キ ュ リ テ ィ
デ ー タ 解 析
人 工 知 能 Ⅱ
インターネットメディアコミュニケーション
代 数 入 門
数 理 統 計 入 門
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

サイバーコース

生 命 と 情 報
人 工 知 能 Ⅰ
コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク
現 代 暗 号 理 論
セ キ ュ ア プ ロ ト コ ル
数 理 科 学 入 門
数 学 通 論
解 析 学 Ⅰ
代 数 学 Ⅰ
幾 何 学 Ⅰ
応 用 数 学
解 析 学 Ⅱ
代 数 学 Ⅱ
幾 何 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

情 報 工 学 英 語
英 語 論 文 購 読
メ デ ィ ア 情 報 処 理
地 理 情 報 処 理
オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ
ソ フ ト ウ ェ ア 工 学
計 算 機 言 語 設 計 論
代 数 入 門
数 理 統 計 入 門
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

数多くの演習を通じて
実践力を身につける。

卒業研究：暗号装置や人工知能、
画像解析など研究対象の幅は広
い。

※授業科目は年度によって変わることがあります。

サイバー・情報工学科では、数学を専門とする
数学教育のスタッフの指導のもとで専門の数学
を学び、数学に関する卒業研究を選択すること
ができます。
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材料と共に生きる

物質に優れた性質が見いだされ、我々が利用する時、その物質は材料と呼ばれます。
機能材料工学科は、材料の特徴ある性質を実験と理論から知り、利用しようとする分野を系統的に学習する
ことのできる学科です。総合的な観点から材料を理解し、先端的応用研究まで対処できる人材を育成する
ため、材料設計、材料創製、材料評価、金属材料、電子材料、機能材料の六つの分野で教育を行っています。
材料を制する者が科学技術を制するという気概で教育・研究を行っています。

31

何を学ぶ？どう学ぶ？●講義を通して、物質を構成する原子やイオン、分子というミク
ロの構造と、粒子の集合体としてのマクロの性質から、物質について本質的な理解を
目指します。
第４学年の卒業研究では、圧力・光・熱-電気変換材料、透明半導体等の無機薄膜、有機
単分子膜、高機能液体材料、エネルギー・環境材料、ファインセラミックス、新奇ガラス
等を対象とし、教官とマンツーマンで研究を進めます。航空機材料である超ジュラルミ
ンの高強度化など、材料の機能性の向上を目指す研究の他に、例えば高速単結晶育
成の実現や超高圧衝撃処理による新化合物の探索といった幅広い課題の中からもテ
ーマを選択できます。
材料の基礎的な性質の理解と解明、さらに先端的な材料の知識や応用研究を通して
”材料を見る確かな目”が養われます。

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

材 料 プ ロ セ ス 学
エ コ マ テ リ ア ル

安 全 と 材 料
電 子 材 料
エ ネ ル ギ ー 変 換 材 料

材 料 物 理 学 Ⅰ
材 料 化 学 Ⅰ
材 料 数 学
材 料 工 学 の 最 前 線
固 体 電 子 物 性 Ⅰ
材 料 評 価 学
材 料 英 語 講 読

基 礎 電 気 回 路
材 料 熱 力 学 Ⅱ
材 料 物 理 学 Ⅱ
材 料 化 学 Ⅱ

固 体 電 子 物 性 Ⅱ
機 器 分 析
表 界 面 科 学
光 物 性
材 料 力 学

4

■固体電子物性
電子物性に関する導電現象、誘電的性質、磁気的性
質などの基礎知識について学びます。

材料物理学

エネルギー変換材料、光機能材料、電子材料、エコマ
テリアルについて、基礎から応用まで幅広く学びま
す。人類が直面しているエネルギーや環境問題に対
応するために、太陽電池、ナノテクノロジー、環境対
応材料などに関する最先端の材料科学について学び
ます。

卒業研究 ( 材料創製研究室 )：各種合金を作製し、衝撃圧縮の変形機構について研究しています。
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材料と共に生きる

物質に優れた性質が見いだされ、我々が利用する時、その物質は材料と呼ばれます。
機能材料工学科は、材料の特徴ある性質を実験と理論から知り、利用しようとする分野を系統的に学習する
ことのできる学科です。総合的な観点から材料を理解し、先端的応用研究まで対処できる人材を育成する
ため、材料設計、材料創製、材料評価、金属材料、電子材料、機能材料の六つの分野で教育を行っています。
材料を制する者が科学技術を制するという気概で教育・研究を行っています。

31

何を学ぶ？どう学ぶ？●講義を通して、物質を構成する原子やイオン、分子というミク
ロの構造と、粒子の集合体としてのマクロの性質から、物質について本質的な理解を
目指します。
第４学年の卒業研究では、圧力・光・熱-電気変換材料、透明半導体等の無機薄膜、有機
単分子膜、高機能液体材料、エネルギー・環境材料、ファインセラミックス、新奇ガラス
等を対象とし、教官とマンツーマンで研究を進めます。航空機材料である超ジュラルミ
ンの高強度化など、材料の機能性の向上を目指す研究の他に、例えば高速単結晶育
成の実現や超高圧衝撃処理による新化合物の探索といった幅広い課題の中からもテ
ーマを選択できます。
材料の基礎的な性質の理解と解明、さらに先端的な材料の知識や応用研究を通して
”材料を見る確かな目”が養われます。

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

材 料 プ ロ セ ス 学
エ コ マ テ リ ア ル

安 全 と 材 料
電 子 材 料
エ ネ ル ギ ー 変 換 材 料

材 料 物 理 学 Ⅰ
材 料 化 学 Ⅰ
材 料 数 学
材 料 工 学 の 最 前 線
固 体 電 子 物 性 Ⅰ
材 料 評 価 学
材 料 英 語 講 読

基 礎 電 気 回 路
材 料 熱 力 学 Ⅱ
材 料 物 理 学 Ⅱ
材 料 化 学 Ⅱ

固 体 電 子 物 性 Ⅱ
機 器 分 析
表 界 面 科 学
光 物 性
材 料 力 学

4

■固体電子物性
電子物性に関する導電現象、誘電的性質、磁気的性
質などの基礎知識について学びます。

材料物理学

エネルギー変換材料、光機能材料、電子材料、エコマ
テリアルについて、基礎から応用まで幅広く学びま
す。人類が直面しているエネルギーや環境問題に対
応するために、太陽電池、ナノテクノロジー、環境対
応材料などに関する最先端の材料科学について学び
ます。

機能材料工学実験：金属の電気化学的特性を測定
します。

機能材料工学実験：材料の電気的性質の根本とな
る概念や法則を実験を通して学びます。

基礎電気回路の講義

固体電子物性：物質中の電子の振る舞いに関する基礎的な知識
を学びます。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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機 械 工 学 総 論
熱 力 学
流 体 力 学 Ⅰ
材 料 力 学 Ⅰ
機 械 材 料
機 械 力 学 Ⅰ
要 素 及 び 機 構 学
制 御 工 学 Ⅰ
計 測 工 学
加 工 学
コ ン ピ ュ ー タ 演 習
機 械 工 学 演 習 Ⅰ
機 械 工 学 演 習 Ⅱ

機 械 工 学 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
6

伝 熱 工 学
流 体 力 学 Ⅱ
材 料 力 学 Ⅱ
機 械 力 学 Ⅱ
材 料 強 度
自 動 車 工 学
精 密 加 工
制 御 工 学 Ⅱ
生 体 機 械 工 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2

コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析
熱 機 関
メ カ ト ロ ニ ク ス

2
2
2

基礎科目で学んだ知識を駆使して設計計算を行い、
コンピュータによって設計図面に表現します。概念図、
組立図、部品図と「ものづくり」現場を仮想体験します。

タ ー ボ 機 械
強 度 設 計
ビ ー ク ル ダ イ ナ ミ ク ス
シ ス テ ム 制 御
材 料 プ ロ セ ス
特 別 講 義
専門英語Ⅰ(機械・機械システム)
専門英語Ⅱ(機械・機械システム)
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
1～2
2
2

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

1．機械工学の基礎となる「４つの力学」
機械を動かすための動力の発生原理を学ぶ「熱力学」、流体の性質や動力としての活用を学ぶ「流体力学」、壊
れない機械に必要な材料の強さを学ぶ「材料力学」、機械の動きの性質を学ぶ「機械力学」、これら４つの「力
学」を通して、「ものづくり」に必要な機械工学の基礎を修得します。
２. 機械の性能を向上させる技術
機械を効率よく動かすための制御技術やコンピュータの活用術、電子工学や人間工学の融合により複雑な機
械の動きを可能にするメカトロニクスや生体機械工学、強度に優れた機械の材料を創り出す機械材料学、精
度よく効率的に部品を製作するための加工学などを実例に即した教育や演習を通して学びます。
３.「ものづくり」の実践
モノの構想を具体化するのに必要な「設計と製図」を演習し、材料を加工して実際のモノを作る「基礎機械
実習」の体験を通して、「ものづくり」の構想から製造までの過程や加工技術を学びます。
４．機械工学の総仕上げ
卒業研究では、それまでに修得した機械工学に関する知識・技術を使って、学生が選んだテーマを教官の指
導を受けながら研究することで、未知の問題を自ら解決する能力を養います。

家電製品からロボットまで「ものづくり」を学ぶ。

機械工学は、身の回りにある家電製品をはじめ、生活に欠かせない自動車などの工業製品から人と動物の
動きを模擬するロボット、宇宙探査のためのロケットやローバまで、あらゆる機械を生み出す「ものづくり」
の学問です。
熱、流体、材料、機械運動など機械工学の基礎となる力学科目から、機械の制御、新材料の創成、加工の技
術、ロボットの設計など先端の題材を扱った科目まで、基礎と応用を体系的につないで学ぶことで、知的想
像力に富み、合理的で柔軟な思考力を持つ人材の育成を目指します。

ロボットアームを思い通りに動かすために必要
なモータ制御の知識や動作の作り方について学
習します。

■生体機械工学
人の動作の仕組み、生命維持、生物の動きにつ
いて、機械力学、機構学、材料力学、流体力学な
どの観点から、工学としてとらえて理解します。

■機械工学創造実習
これまでに学んだ知識を活用して、設計から製
作、試験まで「ものづくり」の一連の過程を実
体験で学びます。

基 礎 機 械 実 習

機 械 設 計 製 図
機 械 工 学 創 造 実 習

卒業研究（自動車工学実験室）：計測車両で収集したデータを解析してタイヤの力学的特性を明らかにする。

卒業研究（熱工学実験室）：熱線流速計を用いた平板
乱流境界層の速度計測。
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機 械 工 学 総 論
熱 力 学
流 体 力 学 Ⅰ
材 料 力 学 Ⅰ
機 械 材 料
機 械 力 学 Ⅰ
要 素 及 び 機 構 学
制 御 工 学 Ⅰ
計 測 工 学
加 工 学
コ ン ピ ュ ー タ 演 習
機 械 工 学 演 習 Ⅰ
機 械 工 学 演 習 Ⅱ

機 械 工 学 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
6

伝 熱 工 学
流 体 力 学 Ⅱ
材 料 力 学 Ⅱ
機 械 力 学 Ⅱ
材 料 強 度
自 動 車 工 学
精 密 加 工
制 御 工 学 Ⅱ
生 体 機 械 工 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2

コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析
熱 機 関
メ カ ト ロ ニ ク ス

2
2
2

基礎科目で学んだ知識を駆使して設計計算を行い、
コンピュータによって設計図面に表現します。概念図、
組立図、部品図と「ものづくり」現場を仮想体験します。

タ ー ボ 機 械
強 度 設 計
ビ ー ク ル ダ イ ナ ミ ク ス
シ ス テ ム 制 御
材 料 プ ロ セ ス
特 別 講 義
専門英語Ⅰ(機械・機械システム)
専門英語Ⅱ(機械・機械システム)
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
1～2
2
2

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

1．機械工学の基礎となる「４つの力学」
機械を動かすための動力の発生原理を学ぶ「熱力学」、流体の性質や動力としての活用を学ぶ「流体力学」、壊
れない機械に必要な材料の強さを学ぶ「材料力学」、機械の動きの性質を学ぶ「機械力学」、これら４つの「力
学」を通して、「ものづくり」に必要な機械工学の基礎を修得します。
２. 機械の性能を向上させる技術
機械を効率よく動かすための制御技術やコンピュータの活用術、電子工学や人間工学の融合により複雑な機
械の動きを可能にするメカトロニクスや生体機械工学、強度に優れた機械の材料を創り出す機械材料学、精
度よく効率的に部品を製作するための加工学などを実例に即した教育や演習を通して学びます。
３.「ものづくり」の実践
モノの構想を具体化するのに必要な「設計と製図」を演習し、材料を加工して実際のモノを作る「基礎機械
実習」の体験を通して、「ものづくり」の構想から製造までの過程や加工技術を学びます。
４．機械工学の総仕上げ
卒業研究では、それまでに修得した機械工学に関する知識・技術を使って、学生が選んだテーマを教官の指
導を受けながら研究することで、未知の問題を自ら解決する能力を養います。

家電製品からロボットまで「ものづくり」を学ぶ。

機械工学は、身の回りにある家電製品をはじめ、生活に欠かせない自動車などの工業製品から人と動物の
動きを模擬するロボット、宇宙探査のためのロケットやローバまで、あらゆる機械を生み出す「ものづくり」
の学問です。
熱、流体、材料、機械運動など機械工学の基礎となる力学科目から、機械の制御、新材料の創成、加工の技
術、ロボットの設計など先端の題材を扱った科目まで、基礎と応用を体系的につないで学ぶことで、知的想
像力に富み、合理的で柔軟な思考力を持つ人材の育成を目指します。

ロボットアームを思い通りに動かすために必要
なモータ制御の知識や動作の作り方について学
習します。

■生体機械工学
人の動作の仕組み、生命維持、生物の動きにつ
いて、機械力学、機構学、材料力学、流体力学な
どの観点から、工学としてとらえて理解します。

■機械工学創造実習
これまでに学んだ知識を活用して、設計から製
作、試験まで「ものづくり」の一連の過程を実
体験で学びます。

基 礎 機 械 実 習

機 械 設 計 製 図
機 械 工 学 創 造 実 習

卒業研究（機械力学実験室）：衝撃緩衝装置の実験

卒業研究（機械材料実験室）：超高圧 PAS（Plasma 
Activated Sintering）装置を用いたセラミック粉
末の完全緻密化実験。

卒業研究（強度設計実験室）：冷凍室内に設置し
た自作の衝撃変形試験装置で低温材料強度特性を
調べる。

卒業研究（計測制御実験室）：VR ゴーグルを利用
した３人称視点による射的技能（ダーツ）実験。

メカトロニクス：小型人型ロボットを動
かしたり分解したりして、その構造を理
解する。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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流 体 力 学 Ⅰ
材 料 力 学 Ⅰ
工 業 力 学

機 械 力 学

機 械 製 図

制 御 工 学

機 械 シ ス テ ム 演 習 Ⅰ

機 械 シ ス テ ム 演 習 Ⅱ

も の づ く り と 機 械 要 素 設 計

機 械 シ ス テ ム 実 験 ・ 実 習
卒 業 研 究

2
2
2
1
2
2
2
2
1

メ カ ト ロ 設 計 学 演 習 1
創 成 デ ザ イ ン 演 習 1

1
1
6

流 体 力 学 Ⅱ
材 料 力 学 Ⅱ

内 燃 機 関
機 械 運 動 学

海 上 安 全 運 用 学
艦 艇 工 学

コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析

2
2

2

機 械 工 作 2

船 舶 工 学 2

工 業 数 学 2
工 業 材 料 2

2

流 体 機 械 2

2
2
2

機 械 シ ス テ ム 設 計 製 図 1

ガ ス タ ー ビ ン
精 密 加 工
艦 艇 工 学 特 論

2

メ カ ト ロ ニ ク ス 2

メ カ ト ロ 設 計 学 2

2
2

ロ ボ ッ ト 工 学 2

特 別 講 義
専門英語Ⅰ(機械・機械システム)
専門英語Ⅱ(機械・機械システム)
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

1～2
2
2

熱 力 学

24

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

機械システム工学科では、幹部自衛官として最新の装備品を運用し、また、将来装備品の開発に携わることができる

知識・技術的判断力と柔軟な発想を育てることを教育目標としています。このため本学科では、力学、制御、熱エネ

ルギー、流体、材料、加工、船舶・海洋など機械工学の基礎知識を授けるとともに、実験、演習、実習を重視し、設

計製図や卒業研究を通じて最新のロボット、コンピュータ応用技術やエンジンなどの機械システムに関する理論と応

用について教育し、これを統合・体系化できる能力を養成します。

基礎学問として、①熱力学、流体力学、材料力学、機械力学の4力学、②制御工学と機
械運動学、③機械材料と機械工作法、④コンピュータによる解析及び設計、等について
学ぶとともに、工作実習や実験を通じ、実際に物に触れて「知識を確認」します。
また、学生の興昧に基づく選択によって、⑤ガソリンエンジンやガスタービンなどの

原理と構造、⑥流体機器及び油圧制御システム、⑦ロボッ卜・メ力卜口二クス、⑧先端
材料とその創成法及び精密加工技術、⑨海洋構造物や艦艇に関する流体構造力学等の
教育を受けることが出来ます。
卒業研究では研究科の学生と一緒に最新の研究課題に取り組み、技術的諸問題の解

決法と研究成果をまとめ、発表する力を養います。

海上装備品の運用（操縦）に必要な知識と原理を学び、
高い海技能力を養います。

海上安全運用学

工業材料

機械システム実験・演習

卒業研究（船舶工学講座）：高速回流水槽を用いた模型船の実験

ロボットアームのPID制御実験。
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流 体 力 学 Ⅰ
材 料 力 学 Ⅰ
工 業 力 学

機 械 力 学

機 械 製 図

制 御 工 学

機 械 シ ス テ ム 演 習 Ⅰ

機 械 シ ス テ ム 演 習 Ⅱ

も の づ く り と 機 械 要 素 設 計

機 械 シ ス テ ム 実 験 ・ 実 習
卒 業 研 究

2
2
2
1
2
2
2
2
1

メ カ ト ロ 設 計 学 演 習 1
創 成 デ ザ イ ン 演 習 1

1
1
6

流 体 力 学 Ⅱ
材 料 力 学 Ⅱ

内 燃 機 関
機 械 運 動 学

海 上 安 全 運 用 学
艦 艇 工 学

コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析

2
2

2

機 械 工 作 2

船 舶 工 学 2

工 業 数 学 2
工 業 材 料 2

2

流 体 機 械 2

2
2
2

機 械 シ ス テ ム 設 計 製 図 1

ガ ス タ ー ビ ン
精 密 加 工
艦 艇 工 学 特 論

2

メ カ ト ロ ニ ク ス 2

メ カ ト ロ 設 計 学 2

2
2

ロ ボ ッ ト 工 学 2

特 別 講 義
専門英語Ⅰ(機械・機械システム)
専門英語Ⅱ(機械・機械システム)
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

1～2
2
2

熱 力 学

24

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

機械システム工学科では、幹部自衛官として最新の装備品を運用し、また、将来装備品の開発に携わることができる

知識・技術的判断力と柔軟な発想を育てることを教育目標としています。このため本学科では、力学、制御、熱エネ

ルギー、流体、材料、加工、船舶・海洋など機械工学の基礎知識を授けるとともに、実験、演習、実習を重視し、設

計製図や卒業研究を通じて最新のロボット、コンピュータ応用技術やエンジンなどの機械システムに関する理論と応

用について教育し、これを統合・体系化できる能力を養成します。

基礎学問として、①熱力学、流体力学、材料力学、機械力学の4力学、②制御工学と機
械運動学、③機械材料と機械工作法、④コンピュータによる解析及び設計、等について
学ぶとともに、工作実習や実験を通じ、実際に物に触れて「知識を確認」します。
また、学生の興昧に基づく選択によって、⑤ガソリンエンジンやガスタービンなどの

原理と構造、⑥流体機器及び油圧制御システム、⑦ロボッ卜・メ力卜口二クス、⑧先端
材料とその創成法及び精密加工技術、⑨海洋構造物や艦艇に関する流体構造力学等の
教育を受けることが出来ます。
卒業研究では研究科の学生と一緒に最新の研究課題に取り組み、技術的諸問題の解

決法と研究成果をまとめ、発表する力を養います。

海上装備品の運用（操縦）に必要な知識と原理を学び、
高い海技能力を養います。

海上安全運用学

工業材料

機械システム実験・演習

機械システム実験・実習：実機に搭載されるセンサーやアクチュエータの構成とそれらを用いた制御法を学びます。

※授業科目は年度によって変わることがあります。

卒業研究（熱エネルギー工学）：卒業後の実
務に役立つことを目的に、エンジンなどの
実機を用いた実験教育を行っています。

機械システム工作実習：設計図面どおりの
形状・寸法に加工し、組み立てて製品にま
とめる工程を実際に体験します。

設計・試作・評価を総合的に体験する創成
型実験の様子、紙製の船を試作しています。
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基 礎 空 気 力 学
航 空 熱 力 学
航 空 材 料 力 学
航 空 宇 宙 工 学 通 論
航 空 宇 宙 エ ン ジ ン 序 論
航 空 機 力 学
宇 宙 航 行 理 論
航 空 制 御 工 学 Ⅰ
ヘ リ コ プ タ 工 学 Ⅰ
衛 星 利 用 概 論
航 空 宇 宙 工 学 設 計 製 図 学
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅰ
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅱ
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅲ
航 空 宇 宙 工 学 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
6

空 気 力 学 Ⅰ
航 空 機 構 造 力 学
高 速 空 気 力 学
航 空 宇 宙 基 礎 数 学
航 空 機 性 能 設 計
ロ ケ ッ ト 工 学
超 音 速 航 空 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン
コ ン ピ ュ ー タ 解 析
航 空 制 御 工 学 Ⅱ
宇 宙 環 境 利 用
ヘ リ コ プ タ 工 学 Ⅱ
航 空 シ ス テ ム 設 計
航 空 宇 宙 機 器 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

航 空 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン
空 気 力 学 Ⅱ
高 速 航 空 概 論
航 空 宇 宙 構 造 設 計
ロ ケ ッ ト 工 学 通 論
航 空 飛 翔 体 振 動 学
飛 行 制 御 シ ス テ ム
宇 宙 シ ス テ ム 設 計
飛 翔 体 誘 導 概 論
衛 星 設 計

）宙宇空航（ Ⅰ  語英門専
）宙宇空航（ Ⅱ  語英門専

特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

基礎空気力学

卒業研究（フライトシミュレータ実験室）：T-4 練習機のフライトシミュレータ。急激に旋回すれば機体が破損するシミュレーションもプログラムされている。

卒業研究（宇宙航行研究室）：人工衛星や航空機の軌道
を理解する。
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基 礎 空 気 力 学
航 空 熱 力 学
航 空 材 料 力 学
航 空 宇 宙 工 学 通 論
航 空 宇 宙 エ ン ジ ン 序 論
航 空 機 力 学
宇 宙 航 行 理 論
航 空 制 御 工 学 Ⅰ
ヘ リ コ プ タ 工 学 Ⅰ
衛 星 利 用 概 論
航 空 宇 宙 工 学 設 計 製 図 学
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅰ
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅱ
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅲ
航 空 宇 宙 工 学 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
6

空 気 力 学 Ⅰ
航 空 機 構 造 力 学
高 速 空 気 力 学
航 空 宇 宙 基 礎 数 学
航 空 機 性 能 設 計
ロ ケ ッ ト 工 学
超 音 速 航 空 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン
コ ン ピ ュ ー タ 解 析
航 空 制 御 工 学 Ⅱ
宇 宙 環 境 利 用
ヘ リ コ プ タ 工 学 Ⅱ
航 空 シ ス テ ム 設 計
航 空 宇 宙 機 器 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

航 空 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン
空 気 力 学 Ⅱ
高 速 航 空 概 論
航 空 宇 宙 構 造 設 計
ロ ケ ッ ト 工 学 通 論
航 空 飛 翔 体 振 動 学
飛 行 制 御 シ ス テ ム
宇 宙 シ ス テ ム 設 計
飛 翔 体 誘 導 概 論
衛 星 設 計

）宙宇空航（ Ⅰ  語英門専
）宙宇空航（ Ⅱ  語英門専

特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

基礎空気力学

（上）卒業研究（ヘリコプタ実験室）：ヘ
リコプタ・ロータの力学や流れの様子を
飛行特性測定装置により理解する。

（下）卒業研究（構造力学実験室）：宇宙
機に用いる展開アンテナ構造を理解する。

卒業研究（噴射機関実験室）：ロケットエ
ンジンの燃焼の様子を理解する。 卒業研究（低速風洞実験室）：ゲッチンゲン風洞で、航空機

の空力特性を理解する。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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災害から社会を守り、人々の生活を豊かにする学問

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

固 体 力 学
流 体 力 学
測 量 学
測 量 実 習
構 造 力 学 Ⅰ
水 理 学 Ⅰ
コ ン ク リ ー ト 材 料 工 学
大 規 模 災 害 対 処 計 画 論
構 造 力 学 Ⅱ
水 理 学 Ⅱ
土 質 力 学 Ⅰ
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 学
構 造 ・ コ ン ク リ ー ト 実 験
土 質 力 学 Ⅱ
土 木 設 計 製 図
土 質 ・ 水 理 実 験
建 設 環 境 工 学 総 論
卒 業 研 究

2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
1
2
6

振 動 ・ 耐 震 工 学
鋼 構 造 学
海 岸 工 学
防 災 構 造 学
環 境 衛 生 工 学
土 木 基 礎 工 学
建 設 施 工 学
震 災 工 学
河 川 工 学
交 通 工 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

大 規 模 災 害 概 論
数 値 解 析 演 習
構 造 力 学 Ⅰ 演 習
水 理 学 Ⅰ 演 習
構 造 力 学 Ⅱ 演 習
水 理 学 Ⅱ 演 習
土 質 力 学 Ⅰ 演 習
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 学 演 習
土 質 力 学 Ⅱ 演 習
建 築 工 学
環 境 地 盤 工 学
土 木 技 術 英 語 Ⅰ
土 木 技 術 英 語 Ⅱ
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
4
1～2

人々の豊かな生活を支えるためには、建物、道路、橋梁、港湾など、さまざまな社会基盤施設が不可欠です。建設環

境工学は、これらの社会基盤施設の計画、設計、施工、管理に必要な技術を中心に、水・地盤環境、生態系、防災、

社会資本政策など、人々の社会基盤と自然環境の保全・創造に関わる幅広いフィールドをカバーする実践的な学問で

す。学問の範囲は非常に広く、高い専門性に加えて、プロジェクトを成功に導くためのマネジメント力やリーダー

シップ、チームで協力し合うコミュニケーション能力が求められます。

本学科では、構造系、地盤系、水系、防災系、環境系の基礎科目と、多様な問題に対処する能力を養う応用科目を体

系的に学びます。社会に貢献できるエンジニアとしての専門知識や技術の習得に加え、柔軟な思考力やリーダーシッ

プを発揮できる人材の育成を目指しています。

何を学ぶ？どう学ぶ？
◦水、土、鋼、コンクリートの力学・環境特性を学ぶ基礎科目：座学を通じて基礎的
な知識を学習するとともに、演習を通じて理解を深めることや、実習・実験を通じて
知識を実践する方法を学びます。代表的な社会基盤施設や実験施設の見学なども行
っています。
◦社会基盤・自然環境の保全・創造のための応用科目：構造系、地盤系、水系、防災
系、環境系の応用科目から、自身の興味のある科目を選択し、実践的な内容を深く
学びます。
◦卒業研究：４年時には研究室に所属して、卒業研究を行います。８つの研究室から
自身の興味のある研究室を選択し、実際の社会基盤・自然環境問題を解決するため
の高度な実験や解析手法を学びます。教官とのゼミや学会発表を通して、専門性を
高めるとともに、研究遂行に必要な柔軟な思考能力や実行能力の素養を育みます。

土質・水理実験：人工的に波を発生させ、水や土砂基盤の性質や運動を理解する。

水理学：堤防を越える流れの性質を理解する。
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災害から社会を守り、人々の生活を豊かにする学問

﹇
最
低
修
得
単
位
数
55
単
位
﹈

固 体 力 学
流 体 力 学
測 量 学
測 量 実 習
構 造 力 学 Ⅰ
水 理 学 Ⅰ
コ ン ク リ ー ト 材 料 工 学
大 規 模 災 害 対 処 計 画 論
構 造 力 学 Ⅱ
水 理 学 Ⅱ
土 質 力 学 Ⅰ
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 学
構 造 ・ コ ン ク リ ー ト 実 験
土 質 力 学 Ⅱ
土 木 設 計 製 図
土 質 ・ 水 理 実 験
建 設 環 境 工 学 総 論
卒 業 研 究

2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
1
2
6

振 動 ・ 耐 震 工 学
鋼 構 造 学
海 岸 工 学
防 災 構 造 学
環 境 衛 生 工 学
土 木 基 礎 工 学
建 設 施 工 学
震 災 工 学
河 川 工 学
交 通 工 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

大 規 模 災 害 概 論
数 値 解 析 演 習
構 造 力 学 Ⅰ 演 習
水 理 学 Ⅰ 演 習
構 造 力 学 Ⅱ 演 習
水 理 学 Ⅱ 演 習
土 質 力 学 Ⅰ 演 習
鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 学 演 習
土 質 力 学 Ⅱ 演 習
建 築 工 学
環 境 地 盤 工 学
土 木 技 術 英 語 Ⅰ
土 木 技 術 英 語 Ⅱ
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
4
4
1～2

人々の豊かな生活を支えるためには、建物、道路、橋梁、港湾など、さまざまな社会基盤施設が不可欠です。建設環

境工学は、これらの社会基盤施設の計画、設計、施工、管理に必要な技術を中心に、水・地盤環境、生態系、防災、

社会資本政策など、人々の社会基盤と自然環境の保全・創造に関わる幅広いフィールドをカバーする実践的な学問で

す。学問の範囲は非常に広く、高い専門性に加えて、プロジェクトを成功に導くためのマネジメント力やリーダー

シップ、チームで協力し合うコミュニケーション能力が求められます。

本学科では、構造系、地盤系、水系、防災系、環境系の基礎科目と、多様な問題に対処する能力を養う応用科目を体

系的に学びます。社会に貢献できるエンジニアとしての専門知識や技術の習得に加え、柔軟な思考力やリーダーシッ

プを発揮できる人材の育成を目指しています。

何を学ぶ？どう学ぶ？
◦水、土、鋼、コンクリートの力学・環境特性を学ぶ基礎科目：座学を通じて基礎的
な知識を学習するとともに、演習を通じて理解を深めることや、実習・実験を通じて
知識を実践する方法を学びます。代表的な社会基盤施設や実験施設の見学なども行
っています。
◦社会基盤・自然環境の保全・創造のための応用科目：構造系、地盤系、水系、防災
系、環境系の応用科目から、自身の興味のある科目を選択し、実践的な内容を深く
学びます。
◦卒業研究：４年時には研究室に所属して、卒業研究を行います。８つの研究室から
自身の興味のある研究室を選択し、実際の社会基盤・自然環境問題を解決するため
の高度な実験や解析手法を学びます。教官とのゼミや学会発表を通して、専門性を
高めるとともに、研究遂行に必要な柔軟な思考能力や実行能力の素養を育みます。

大規模災害対処計画論：地震時の未救出者分布
を把握し、対処計画の立案に活かす。

鋼構造学：土石流を発生させ、その挙動や構造物への衝突現象
を理解する。

土質・水理実験：土の物理的性質を把握するために、土の
物性を計測する。

測量実習：GNSS受信機を用いた干渉測位により、三次
元的な位置情報を取得する。

構造・コンクリート実験：橋梁模型に荷重を作用させ、
変形量を理論値と比較・検証する。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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学際・国際教育
１ 危機管理プログラム
21世紀の現代にあっては、安全保障環境の不確実性、不透明性、自衛隊の任務の地理的、機能的な拡大等が加
速度的に進行しています。 このような事態への対応力を高めるため、危機の予測、回避、対処、再発防止に関す
る危機管理学と、それを技術的に支える方法論について学習します。

（主なプログラム科目）
　「危機リスク管理原論」、「危機管理政策」、「危機事案研究」、「災害組織論」
　「安全と防災の化学」、「バイオセキュリティー概論」、「震災工学」、「土木地理学」　　

２ 安全科学プログラム
防衛・防災システムが非常事態において正しく機能するためには、システム全体が健全な状態に保たれてい
なくてはなりません。そこで、従来の自然科学、工学、人文社会科学や身体運動の科学といった枠を超え、非常
事態という特殊かつ極限的な環境において、人間を含めた組織、機能の安全を保障する総合的な科学技術体
系を構築するための基礎について学びます。

（主なプログラム科目）
　「安全科学総論」、「放射線の科学」、「システム工学」、「情報セキュリティ概論」、
　「強度設計」、「船舶工学」、「飛行制御システム」、「大規模災害概論」

３ 生命科学プログラム
近代科学の発展は、他方で危険な微生物や化学物質による安全保障上の新たな脅威をもたらしています。こ
うした生命環境の変化に対応し、生物・化学兵器対処や、汚染の除去といった自衛隊に新たに求められる任
務遂行に必要な、生命化学等に関する基本知識と生命科学分野における課題を化学の基礎に基づいて理解し
解決するための基礎を学びます。

（主なプログラム科目）
　「生命化学」、「生物情報学」、「微生物学」、「資源環境分析」、「生命と情報」

４ 領域横断（宇宙・サイバー・電磁波）プログラム
かつて安全保障環境は「見える」こと、そして「対象物」であることが重要とされていました。21世紀においては加
えて「見えない」領域、「非対象」な領域へも拡大深化していくことが求められています。将来の陸・海・空という
領域を拡大し宇宙を、そしてサイバー、電磁波といった「目に見えない非対象な領域」に対する知見を得る基礎に
ついて学びます。

（主なプログラム科目）
　「航空宇宙工学概論」、「航空宇宙セキュリティー論」、「領域国際法」、
　「オペレーティングシステム」、「先端エレクトロニクス入門」、「電波航法工学」

５ 国際教育プログラム
自衛隊活動の国際化に対応して、多文化理解や国際的な素養そしてコミュニケーション能力を集中的に習得し
ます。具体的には、さまざまな国々の文化、国際情勢、会話を重視した外国語の基礎知識、そしてインターネット
とともに発達した新しいメディアによる多様な国際的なコミュニケーションの可能性などを学びます。

（主なプログラム科目）
　「異文化交流論」、「日本・アジア史研究」、「国際関係論概説」、
　「国際機構論」、「地域情報学」、「インターネットメディアコミュニケーション」、「外国語」

　人社系 3 学科、理工系 11 学科による専門教育以外に、専攻や学群・学科の垣根を越えて柔軟な科目履修を可
能とする、新たな教育プログラム制度が 2012 年度からスタートしています。この制度は、各学科の必修科目等
をコアとし、教養教育科目だけでなく、他学科・他専攻の特色ある科目を有機的に組み合わせたり、新科目を共
同で開発するなどして、各学科の主たる教育体系を損なうことなく時代の趨勢に応じた新たな教育分野を展開す
ることができるようにしたものです。
　現在、学際教育分野には、本校の特色を生かした ｢ 危機管理 ｣｢ 安全科学 ｣「生命科学」「領域横断（宇宙・サイバー・
電磁波）」の４つのテーマ別プログラムがあり、プログラム履修を希望すれば、所属学科以外の複数学科にまたが
る教育科目を各テーマに沿って学ぶことができ、学際的な視点から準専門的知識を取得し、視野を広げ、総合的
な問題解決能力を高める素地が得られます。また、これらとは別に異文化コミュニケーションに重点を置いた国
際教育分野には国際教育プログラムがあります。
　皆さんは、2 学年に進級後、各学科のプログラム・コースごとに指定された科目群の中から必要な単位を修得
すれば、各プログラムの修了証書を受け取ることができます。なお、いずれのプログラムも修了のために卒業に
必要な単位が増加することはありません。

専門・選択
【発展科目】

専門・選択必修
【基礎的展開科目】

専　門（必修）
【各専門基幹科目】

専門基礎
【各専攻共通基礎科目】

教養教育等　全学共通基盤教育
【自然科学、国際・社会科学、人文・歴史科学、外国語、体育学、防衛学】

危
機
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
受
講
対
象

　公
共
政
策
・
国
際
関
係
学
科
）
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　全
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科
）
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　応
用
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科
）
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）

専門教育 学際教育 国際教育
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学際・国際教育
１ 危機管理プログラム
21世紀の現代にあっては、安全保障環境の不確実性、不透明性、自衛隊の任務の地理的、機能的な拡大等が加
速度的に進行しています。 このような事態への対応力を高めるため、危機の予測、回避、対処、再発防止に関す
る危機管理学と、それを技術的に支える方法論について学習します。

（主なプログラム科目）
　「危機リスク管理原論」、「危機管理政策」、「危機事案研究」、「災害組織論」
　「安全と防災の化学」、「バイオセキュリティー概論」、「震災工学」、「土木地理学」　　

２ 安全科学プログラム
防衛・防災システムが非常事態において正しく機能するためには、システム全体が健全な状態に保たれてい
なくてはなりません。そこで、従来の自然科学、工学、人文社会科学や身体運動の科学といった枠を超え、非常
事態という特殊かつ極限的な環境において、人間を含めた組織、機能の安全を保障する総合的な科学技術体
系を構築するための基礎について学びます。

（主なプログラム科目）
　「安全科学総論」、「放射線の科学」、「システム工学」、「情報セキュリティ概論」、
　「強度設計」、「船舶工学」、「飛行制御システム」、「大規模災害概論」

３ 生命科学プログラム
近代科学の発展は、他方で危険な微生物や化学物質による安全保障上の新たな脅威をもたらしています。こ
うした生命環境の変化に対応し、生物・化学兵器対処や、汚染の除去といった自衛隊に新たに求められる任
務遂行に必要な、生命化学等に関する基本知識と生命科学分野における課題を化学の基礎に基づいて理解し
解決するための基礎を学びます。

（主なプログラム科目）
　「生命化学」、「生物情報学」、「微生物学」、「資源環境分析」、「生命と情報」

４ 領域横断（宇宙・サイバー・電磁波）プログラム
かつて安全保障環境は「見える」こと、そして「対象物」であることが重要とされていました。21世紀においては加
えて「見えない」領域、「非対象」な領域へも拡大深化していくことが求められています。将来の陸・海・空という
領域を拡大し宇宙を、そしてサイバー、電磁波といった「目に見えない非対象な領域」に対する知見を得る基礎に
ついて学びます。

（主なプログラム科目）
　「航空宇宙工学概論」、「航空宇宙セキュリティー論」、「領域国際法」、
　「オペレーティングシステム」、「先端エレクトロニクス入門」、「電波航法工学」

５ 国際教育プログラム
自衛隊活動の国際化に対応して、多文化理解や国際的な素養そしてコミュニケーション能力を集中的に習得し
ます。具体的には、さまざまな国々の文化、国際情勢、会話を重視した外国語の基礎知識、そしてインターネット
とともに発達した新しいメディアによる多様な国際的なコミュニケーションの可能性などを学びます。

（主なプログラム科目）
　「異文化交流論」、「日本・アジア史研究」、「国際関係論概説」、
　「国際機構論」、「地域情報学」、「インターネットメディアコミュニケーション」、「外国語」
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第１学年時の訓練課程はすべて共通訓練であり、その内容は、敬礼や行進等の
自衛官の動作の基礎となる基本教練をはじめ、８ｋｍ遠泳、戦闘訓練、小銃射
撃、カッター、陸上・海上・航空自衛隊研修等を行います。

硫黄島の戦跡を研修して幹部自衛官に求められる資質・識能を深めるとともに、
国家防衛に任ずる使命感を高揚させます。

陸・海・空幹部自衛官として必要な資質、特にリーダーシップ及び使命感につい
て理解を深めさせ、これを育成します。

積雪地におけるスキー訓練を行い、スキーによる行動のための技術を習得させ
るとともに、体力・気力を向上させます。

訓練課程は、各学年全員が同じ訓練を行う共通訓練と、第２学年において陸上・海上・航空要員に指定され
た後行う要員訓練に区分されます。
訓練は、毎週２時間程度（１学年時は毎週４時間）実施される課程訓練と年間を通じ集中（１か月の訓練を
１回、１週間の訓練を２回程度）して実施される定期訓練をもって行われます。

　目的は、「基本的な技能及び基礎的体力を向上させること」。
また、陸上、海上、航空の各自衛隊の機能について理解を深める
ことも目的の一つです。

防衛大学校卒業後、陸上自衛隊各部隊の指揮官や幕僚となるため、陸上自衛官の
野外行動の習得に始まり、徐々に隊員や部隊を運用する知識や技術を学びます。

防衛大学校卒業後、海上自衛隊各部隊の指揮官や幕僚となるため、シーマンシップ
の習得に始まり、主に艦艇乗組員として必要な基礎的知識を学びます。

新潟県の関山演習場等において約10日間、射撃や戦闘訓練などを行い、野外にお
ける行動能力を養います。

東京湾にてカッター訓練などを行い、船乗りとしての基礎を学びます。また、護衛艦等
の乗艦実習のほか、広島県江田島市にある海上自衛隊幹部候補生学校（旧海軍
兵学校）を研修します。

防衛大学校卒業後、航空自衛隊各部隊の指揮官や幕僚等となるため、航空自衛隊
に関する座学等に始まり、徐々に組織的な部隊の運用要領を学びます。

グライダーに搭乗する訓練により、空中で勤務することの特性について体得するほ
か、整備、管制や気象などの航空機を運用するにあたり必要な基礎事項について主
に座学により学びます。

航空団を編成し、学生自らが指揮官となってグライダーを運用する訓練を行い、組織
的な部隊運用要領を学びます。また、基礎的な作戦について図上演習を行います。

戦闘機を有する基地で約３週間、基地の隊員と起居を共にして基地勤務の実習を行
います。この間、小型ジェット機への搭乗の他、基地に所在する多種多様な部隊で実
習等を行います。

航空部隊の実習と陸上部隊の実習を行うほか、シーマンシップを養成するため、ク
ルーザーヨットを使用した巡航訓練を行います。

機動艇を使用した巡航訓練や護衛艦の乗艦実習にてシーマンシップを養成するとと
もに、実際の艦橋（ブリッジ）を模したシミュレータを使用し、艦艇勤務の基礎を学びま
す。

全国各地の普通科部隊に派遣されて約３週間、第一線部隊の隊員と起居を共にし
て部隊勤務の実習を行います。

北海道大演習場で約3週間、攻撃や防御等の戦術行動を作戦の準備から実行まで
の一連の行動を実戦さながらに訓練します。この訓練を通じて、小部隊の指揮・運用
要領などを学び、実員指揮能力の向上を図ります。

入校後教育

夏季定期訓練（海上自衛隊研修） 小銃射撃

８㎞遠泳
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第１学年時の訓練課程はすべて共通訓練であり、その内容は、敬礼や行進等の
自衛官の動作の基礎となる基本教練をはじめ、８ｋｍ遠泳、戦闘訓練、小銃射
撃、カッター、陸上・海上・航空自衛隊研修等を行います。

硫黄島の戦跡を研修して幹部自衛官に求められる資質・識能を深めるとともに、
国家防衛に任ずる使命感を高揚させます。

陸・海・空幹部自衛官として必要な資質、特にリーダーシップ及び使命感につい
て理解を深めさせ、これを育成します。

積雪地におけるスキー訓練を行い、スキーによる行動のための技術を習得させ
るとともに、体力・気力を向上させます。

訓練課程は、各学年全員が同じ訓練を行う共通訓練と、第２学年において陸上・海上・航空要員に指定され
た後行う要員訓練に区分されます。
訓練は、毎週２時間程度（１学年時は毎週４時間）実施される課程訓練と年間を通じ集中（１か月の訓練を
１回、１週間の訓練を２回程度）して実施される定期訓練をもって行われます。

　目的は、「基本的な技能及び基礎的体力を向上させること」。
また、陸上、海上、航空の各自衛隊の機能について理解を深める
ことも目的の一つです。

防衛大学校卒業後、陸上自衛隊各部隊の指揮官や幕僚となるため、陸上自衛官の
野外行動の習得に始まり、徐々に隊員や部隊を運用する知識や技術を学びます。

防衛大学校卒業後、海上自衛隊各部隊の指揮官や幕僚となるため、シーマンシップ
の習得に始まり、主に艦艇乗組員として必要な基礎的知識を学びます。

新潟県の関山演習場等において約10日間、射撃や戦闘訓練などを行い、野外にお
ける行動能力を養います。

東京湾にてカッター訓練などを行い、船乗りとしての基礎を学びます。また、護衛艦等
の乗艦実習のほか、広島県江田島市にある海上自衛隊幹部候補生学校（旧海軍
兵学校）を研修します。

防衛大学校卒業後、航空自衛隊各部隊の指揮官や幕僚等となるため、航空自衛隊
に関する座学等に始まり、徐々に組織的な部隊の運用要領を学びます。

グライダーに搭乗する訓練により、空中で勤務することの特性について体得するほ
か、整備、管制や気象などの航空機を運用するにあたり必要な基礎事項について主
に座学により学びます。

航空団を編成し、学生自らが指揮官となってグライダーを運用する訓練を行い、組織
的な部隊運用要領を学びます。また、基礎的な作戦について図上演習を行います。

戦闘機を有する基地で約３週間、基地の隊員と起居を共にして基地勤務の実習を行
います。この間、小型ジェット機への搭乗の他、基地に所在する多種多様な部隊で実
習等を行います。

航空部隊の実習と陸上部隊の実習を行うほか、シーマンシップを養成するため、ク
ルーザーヨットを使用した巡航訓練を行います。

機動艇を使用した巡航訓練や護衛艦の乗艦実習にてシーマンシップを養成するとと
もに、実際の艦橋（ブリッジ）を模したシミュレータを使用し、艦艇勤務の基礎を学びま
す。

全国各地の普通科部隊に派遣されて約３週間、第一線部隊の隊員と起居を共にし
て部隊勤務の実習を行います。

北海道大演習場で約3週間、攻撃や防御等の戦術行動を作戦の準備から実行まで
の一連の行動を実戦さながらに訓練します。この訓練を通じて、小部隊の指揮・運用
要領などを学び、実員指揮能力の向上を図ります。

戦闘訓練

乗艦実習

グライダー訓練

49



全学年が約１か月間、集中して訓練を行います。

日頃の教育や訓練成果を見せる、いわゆる学園
祭ですが、観閲式、訓練展示、棒倒し等、防大なら
ではの行事や展示が行われます。

第３学年が１週間、集中して訓練を行います。また、
期間中に硫黄島の研修も行います。

全学年が約10日間、休暇を付与されます。

第２学年が約１週間、スキー訓練を行います。

第４学年が参加する、卒業前の最後の競技会です。各
幹部候補生学校への入校を前に体力・気力（精神力）
を充実させます。

第１学年が７月下旬に実施します。第１学年にとって
最初の試練です。

入校後教育

断郊競技会
第３学年が参加する、クロスカントリーです。チームで走
破し、チーム全員がゴールした時のタイムで競うた
め、お互いに助け、励まし合いながらチーム一丸となって
ゴールを目指します。

第１学年が約１週間、山梨県の北富士演習場で
集中して訓練を行います。

卒業前・進級前訓練
全学年が約３日間、集中して訓練を行います。

２～４学年が１週間、集
中して訓練を行います。

第１学年は基本教練等防
大で生活するための基礎
を学びます。

全学年が約３週間、休暇を付与されます。主に帰省や
校友会活動に費やしますが、海外旅行に行く学生
もいます。

第２学年が参加する防大伝統の競
技会です。

前期定期試験

水泳競技会
全学年が参加する競技会です。個人及びリレー
競技があります。

入校式

夏季定期訓練（陸上要員）

水泳競技会

校友会夏合宿（ラグビー部）

前期定期試験

カッター競技会（第２学年）

遠泳（第１学年）
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全学年が約１か月間、集中して訓練を行います。

日頃の教育や訓練成果を見せる、いわゆる学園
祭ですが、観閲式、訓練展示、棒倒し等、防大なら
ではの行事や展示が行われます。

第３学年が１週間、集中して訓練を行います。また、
期間中に硫黄島の研修も行います。

全学年が約10日間、休暇を付与されます。

第２学年が約１週間、スキー訓練を行います。

第４学年が参加する、卒業前の最後の競技会です。各
幹部候補生学校への入校を前に体力・気力（精神力）
を充実させます。

第１学年が７月下旬に実施します。第１学年にとって
最初の試練です。

入校後教育

断郊競技会
第３学年が参加する、クロスカントリーです。チームで走
破し、チーム全員がゴールした時のタイムで競うた
め、お互いに助け、励まし合いながらチーム一丸となって
ゴールを目指します。

第１学年が約１週間、山梨県の北富士演習場で
集中して訓練を行います。

卒業前・進級前訓練
全学年が約３日間、集中して訓練を行います。

２～４学年が１週間、集
中して訓練を行います。

第１学年は基本教練等防
大で生活するための基礎
を学びます。

全学年が約３週間、休暇を付与されます。主に帰省や
校友会活動に費やしますが、海外旅行に行く学生
もいます。

第２学年が参加する防大伝統の競
技会です。

前期定期試験

水泳競技会
全学年が参加する競技会です。個人及びリレー
競技があります。

棒倒し

研究室公開

訓練展示

観閲式

断郊競技会（クロスカントリー）（第３学年）

卒業式

演劇祭
持続走競技会（第４学年）
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マレーシア

カナダ

アメリカ・フランス・ドイツ・韓国・カタールの
各軍士官学校等

イタリア

ポーランド

★留学生の受け入れ

　タイ、シンガポール、マレーシア、フィリピン、インドネシア、モンゴル、

ベトナム、韓国、カンボジア、東ティモール、ラオス、ミャンマーなどの

12ヵ国の士官候補生を留学生として受け入れ、日本の学生同様に教

育訓練を行っています。在校学生は現在112名(本科)であり、本科の

ほか、研究科に在籍している留学生もいます。

★交換留学生

　アメリカ・オーストラリア・カナダ・韓国・タイ・フランス等

の各士官候補生が毎年数週間又は４ヵ月間の研修に来ています。

　防衛大学校主催により、諸外国の士官候補生を招

いて国際会議を実施し、国際情勢及びリーダーシッ

プに関する討議等を行い、各国と我が国の将来の安

全保障につながる信頼関係の醸成と相互理解の促進

を目的としています。

　アメリカ、イギリス、イタリア、オーストラリ

ア、カナダ、韓国、ドイツ、ニュージーランド、フ

ランス等、世界各地から約20ヵ国の士官候補生を招

へいし、５日間程度の日程で行っています。

　また、(１)学生に対する国際交流の機会の付与（国

際感覚の醸成）、(２)学生の国際的視野の拡大、国際

情勢認識及び語学力の向上を重視しています。

海外派遣は、第3学年の本科学生を対象として、年間約50名（短期・長期合わせて）が成績や語学力を考慮した上で、将
来の幹部自衛官として必要な国際的視野に立脚した識見を養うとともに、進展性のある資質を育成することを目的とし
て行っています。

これらに加えて、令和7（2025）年から、米国陸・海・空軍
士官学校へ留学（4年間）させるプログラムを開始しました。

アメリカ・フランス・ドイツ・韓国・
オーストラリア・タイ・ブラジル等
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マレーシア

カナダ

アメリカ・フランス・ドイツ・韓国・カタールの
各軍士官学校等

イタリア

ポーランド

★留学生の受け入れ

　タイ、シンガポール、マレーシア、フィリピン、インドネシア、モンゴル、

ベトナム、韓国、カンボジア、東ティモール、ラオス、ミャンマーなどの

12ヵ国の士官候補生を留学生として受け入れ、日本の学生同様に教

育訓練を行っています。在校学生は現在112名(本科)であり、本科の

ほか、研究科に在籍している留学生もいます。

★交換留学生

　アメリカ・オーストラリア・カナダ・韓国・タイ・フランス等

の各士官候補生が毎年数週間又は４ヵ月間の研修に来ています。

　防衛大学校主催により、諸外国の士官候補生を招

いて国際会議を実施し、国際情勢及びリーダーシッ

プに関する討議等を行い、各国と我が国の将来の安

全保障につながる信頼関係の醸成と相互理解の促進

を目的としています。

　アメリカ、イギリス、イタリア、オーストラリ

ア、カナダ、韓国、ドイツ、ニュージーランド、フ

ランス等、世界各地から約20ヵ国の士官候補生を招

へいし、５日間程度の日程で行っています。

　また、(１)学生に対する国際交流の機会の付与（国

際感覚の醸成）、(２)学生の国際的視野の拡大、国際

情勢認識及び語学力の向上を重視しています。

海外派遣は、第3学年の本科学生を対象として、年間約50名（短期・長期合わせて）が成績や語学力を考慮した上で、将
来の幹部自衛官として必要な国際的視野に立脚した識見を養うとともに、進展性のある資質を育成することを目的とし
て行っています。

これらに加えて、令和7（2025）年から、米国陸・海・空軍
士官学校へ留学（4年間）させるプログラムを開始しました。

アメリカ・フランス・ドイツ・韓国・
オーストラリア・タイ・ブラジル等

●過去ICCの討議内容は以下のとおり行われました。
第1回から第3回
　『包括的な安全保障』について
第4回
　�国際協力と人権、軍隊における女性の役割、21世紀において国連
がなすべき役割について
第5回
　�21世紀における新たな脅威とその対応について
第6回
　�士官学校の現状と将来、将来のリーダーの理想像、及び文民と軍人
の関係について
第7回から第9回から
　�国際社会における軍隊、国際協力及び士官の役割と軍事専門学校
の教育について
第10回
　多極化された国際事情、特に冷戦後の安全保障について
第11回
　�地球環境と安全保障、人権問題と内戦干渉問題及び平和の構築
と、これから各国がとるべき対応について
第12回
　�東アジアの安全保障、軍備管理の現状と課題、科学技術の進歩が
軍隊に与える影響について

第13回
　多様化する脅威への軍隊の対応とその新たな役割について
第14回
　国際安全保障環境と士官候補生について
第15回
　これからの国際秩序を考える
第16回
　未来における軍事の役割
第17回
　リーダーシップと士官候補生のあるべき姿
第18回
　我々を待ち受ける試練−将来のリーダーシップ
第19回
　国境を超えた戦場−多国間協力とリーダーシップ
第20回
　軍のリーダーシップにおける課題：変化する戦場
第21回及び第22回
　理想の指揮官になるために
第23回及び第24回
　新型コロナウイルス（COVID-19）感染拡大のため中止
第25回
　変化する世界、変わらない信念～To Be Leaders ～
　（オンライン形式で実施）
第26回
　変容する安全保障の諸側面 “Various Perspectives on the
　Future Security”（オンライン形式で実施）
第27回
　変容する安全保障の諸側面
第28回
　変容する安全保障の諸側面"Changing Aspects of Security"
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学生隊は、５個大隊からなり、１個大隊は４個の中隊、１個中隊は３個の小隊で編成
されています。（１個小隊約40名）

自習室：個人ごとに自習スペースがあります。 寝室：ベッドとロッカーが置かれています。

洗面所

学生舎

集会室

シャワー室 洗濯室

乾燥室

防衛大学校の学生は入校と同時に全員学生舎での団体生活を
送ります。
学生舎には、自習室、寝室、集会室、シャワー室、洗濯室な
どが完備されています。
自習室と寝室は８人を基準とした部屋単位で使用し、第１～
第４学年が一緒に生活します。
学生舎での生活は、将来幹部自衛官となるべき資質を養う場
でもあります。したがって一般の学生寮とは異なり、自由に
使える時間は大きく制限され、規則正しい生活を送ります。
常に人目に触れる生活を通し、幹部自衛官にふさわしい資質
を養います。最初はとまどいもあると思いますが、よき先輩
や後輩、生涯にわたるかけがえのない友人にも出逢える機会
となります。
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学生隊は、５個大隊からなり、１個大隊は４個の中隊、１個中隊は３個の小隊で編成
されています。（１個小隊約40名）

観閲式（開校記念祭）における学生隊の行進

学生隊とは、学生相互の理解を深め、融和団結を図り、
学生の共同生活を円滑にし、あわせて学生に部隊指揮及
び業務処理の基礎的能力を修得させることを目的とし
た、学生をもって編成される学生組織です。防衛大学校
の学生は入校と同時に全員学生隊に所属することになり
ます。
学生隊の運営は訓練部長以下、各指導教官（幹部自衛官）
の指導のもとに各学生長、週番学生等によって自主的に
行われています。また、教育や訓練、各種競技会など校
内における行事は学生隊を主体として行われます。

第 1 大隊旗（赤） 第 2 大隊旗（青） 第 3 大隊旗（緑） 第 4 大隊旗（橙） 第５大隊旗（紫）
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起床ラッパの音で一斉起床。寝具を片付
け、着替えを済ませて学生舎前に5分で整
列します。

（一斉喫食12:00～）
全員が学生食堂に集合し、昼食をとり
ます。

必要な場合は届け出て消灯を延長することができます。
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校友会とは、いわゆるクラブ活動のことです。スポーツと文化の両分野での活動を通じて友情を育み、気力・体力
の向上と連帯感の養成を目指します。
校友会組織は委員会、運動部、文化部、同好会に分かれており、各部等の多くは大学リーグ等に加入して他大学と
の試合など、交流も積極的に行っています。
学生は第１学年時に全員が希望する運動部等に原則入部することになっており、あわせて文化部にも入部すること
ができます。

体操部

短艇委員会

ダイビング同好会

硬式野球部

ラグビー部

射撃部

応援団リーダー部

ワンダーフォーゲル部

少林寺拳法部

フェンシング部

空手道部

水泳部（水球パート）
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起床ラッパの音で一斉起床。寝具を片付
け、着替えを済ませて学生舎前に5分で整
列します。

（一斉喫食12:00～）
全員が学生食堂に集合し、昼食をとり
ます。

必要な場合は届け出て消灯を延長することができます。
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防衛大学校では決められた日課に従って規則正しい生活が送られています。
防大生の多忙な１日を、起床から就寝まで時間を追って紹介します。

身のまわりのこと
は自分で行います。
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隊司令、群司令、艦・艇長や航空機の機長などの指揮官、学校教
官等及び海上幕僚監部等司令部での勤務

パイロット、ミサイル、レーダー等運用指揮官、学校教官等及び
航空幕僚監部等司令部での勤務

防衛大学校、内部部局、統合幕僚監部、情報本部、防衛装
備庁、防衛監察本部等での勤務

その他に、防衛大学校研究科への入校（防衛省各機関の長の推薦を受けた者）や、国内大
学院修士・博士課程入学、大学での研修、外国の軍学校などへの留学の機会もあります。

陸上は約10ヶ月の幹部候補生学校での教育訓練と約２ヶ月の部隊勤務等を経て、防衛大学校卒業後約１年で

幹部自衛官（３等陸尉）に任命されます。

航空は、約９か月の幹部候補生学校での教育訓練と約３か月の部隊勤務等を経て、防衛大学校卒業後約１年で

幹部自衛官（３等空尉）に任命されます。

自衛隊の任務遂行に必要な高度の理論と応用についての知識や、これらに関する研究能力を修得させるため

の教育を行うことを目的としています。内容は、大学院設置基準の修士課程・博士課程に準拠しています。受

験資格は部隊勤務を経て防衛省各機関の長が推薦した者に与えられます。また、特別研究員（非常勤職員とし

て研究補助業務（RA）又は教育補助業務（TA）に従事しながら、研究科前期課程又は後期課程に学生として在

籍し研究を行う者）の募集も行っています。

いわゆる大学院。ただし、選抜された者だけが学べる。

理学及び工学に関する高度の理
論と応用についての知識、これら
に関する研究能力を修得させる
ための教育を行っています。1 学
年の学生数は約 90名、修学年限
は 2年です。
専攻は「電子工学」、「機械工学」、
「航空宇宙工学」、「物質工学」、「情
報数理」、「境界科学」及び「地
球環境科学」の 7専攻です。

装備等の開発能力を有する人材
を育成するため、専門的かつ高
度な研究能力及びその基礎とな
る学識を修得させるための教育
を行います。1 学年の学生数は
約 20名、修学年限は 3年です。
専攻は「電子情報工学系」、「装備・
基盤工学系」及び「物質・基礎
科学系」の 3専攻です。

独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構が実施する、論文の
審査と試験に合格すると、修士
（理学又はエ学）の学位が授与さ
れます。

独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構が実施する、論文の
審査と試験に合格すると、博士
（理学又は工学）の学位が授与さ
れます。

防衛省各機関の長が推薦した者
だけに受験資格が与えられます。
推薦は幹部自衛官、または自衛
官以外の隊員で、防衛大学校を
卒業した者、学校教育法による
大学を卒業した者、または文部
科学大臣がこれらと同等以上の
学力があると認めた者のうちか
ら行われます。

防衛省各機関の長が推薦した者
だけに受験資格が与えられます。
推薦は幹部自衛官、または自衛
官以外の隊員で、防衛大学校理
工学研究科前期課程又は防衛大
学校総合安全保障研究科前期課
程を卒業した者及び卒業見込み
の者、修士の学位を有する者及
び取得見込みの者、又は防衛大
学校長が修士の学位を有する者
と同等以上の学力があると認め
た者のうちから行われます。

社会科学の専門的学識に裏付け
られた安全保障に関する幅広い
視野と高度の実践的問題解決能
力を養うための教育を行ってい
ます。1学年の学生数は約 20名、
修業年限は 2 年です。専攻は総
合安全保障の 1 専攻で、この専
攻の中に「国際安全保障コース」、
「戦略科学コース」及び「安全保
障法コース」の 3 つの履修コー
スを設けています。

独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構が実施する、論文の
審査と試験に合格すると、修士
（安全保障学）の学位が授与され
ます。

防衛省各機関の長が推薦した者
だけに受験資格が与えられます。
推薦は幹部自衛官、または自衛
官以外の隊員で、防衛大学校を
卒業した者、学校教育法による
大学を卒業した者、または文部
科学大臣がこれらと同等以上の
学力があると認めた者のうちか
ら行われます。

安全保障研究の一大拠点として、
高度化・多様化した安全保障・
戦略問題の最新の研究成果を踏
まえ、安全保障の広い領域にわ
たる高度の専門的学識と実務的
能力を持つ人材を養成します。1

学年の学生数は約 7 名、修業年
限は 3 年です。専攻は、総合安
全保障の 1専攻です。

独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構が実施する、論文の
審査と試験に合格すると、博士
（安全保障学）の学位が授与され
ます。

防衛省各機関の長が推薦した者
だけに受験資格が与えられます。
推薦は幹部自衛官、または自衛
官以外の隊員で、防衛大学校理
工学研究科前期課程又は防衛大
学校総合安全保障研究科前期課
程を卒業した者及び卒業見込み
の者、修士の学位を有する者及
び取得見込みの者、又は防衛大
学校長が修士の学位を有する者
と同等以上の学力があると認め
た者のうちから行われます。
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隊司令、群司令、艦・艇長や航空機の機長などの指揮官、学校教
官等及び海上幕僚監部等司令部での勤務

パイロット、ミサイル、レーダー等運用指揮官、学校教官等及び
航空幕僚監部等司令部での勤務

防衛大学校、内部部局、統合幕僚監部、情報本部、防衛装
備庁、防衛監察本部等での勤務

その他に、防衛大学校研究科への入校（防衛省各機関の長の推薦を受けた者）や、国内大
学院修士・博士課程入学、大学での研修、外国の軍学校などへの留学の機会もあります。

陸上は約10ヶ月の幹部候補生学校での教育訓練と約２ヶ月の部隊勤務等を経て、防衛大学校卒業後約１年で

幹部自衛官（３等陸尉）に任命されます。

航空は、約９か月の幹部候補生学校での教育訓練と約３か月の部隊勤務等を経て、防衛大学校卒業後約１年で

幹部自衛官（３等空尉）に任命されます。

自衛隊の任務遂行に必要な高度の理論と応用についての知識や、これらに関する研究能力を修得させるため

の教育を行うことを目的としています。内容は、大学院設置基準の修士課程・博士課程に準拠しています。受

験資格は部隊勤務を経て防衛省各機関の長が推薦した者に与えられます。また、特別研究員（非常勤職員とし

て研究補助業務（RA）又は教育補助業務（TA）に従事しながら、研究科前期課程又は後期課程に学生として在

籍し研究を行う者）の募集も行っています。

いわゆる大学院。ただし、選抜された者だけが学べる。

理学及び工学に関する高度の理
論と応用についての知識、これら
に関する研究能力を修得させる
ための教育を行っています。1 学
年の学生数は約 90名、修学年限
は 2年です。
専攻は「電子工学」、「機械工学」、
「航空宇宙工学」、「物質工学」、「情
報数理」、「境界科学」及び「地
球環境科学」の 7専攻です。

装備等の開発能力を有する人材
を育成するため、専門的かつ高
度な研究能力及びその基礎とな
る学識を修得させるための教育
を行います。1 学年の学生数は
約 20名、修学年限は 3年です。
専攻は「電子情報工学系」、「装備・
基盤工学系」及び「物質・基礎
科学系」の 3専攻です。

独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構が実施する、論文の
審査と試験に合格すると、修士
（理学又はエ学）の学位が授与さ
れます。

独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構が実施する、論文の
審査と試験に合格すると、博士
（理学又は工学）の学位が授与さ
れます。

防衛省各機関の長が推薦した者
だけに受験資格が与えられます。
推薦は幹部自衛官、または自衛
官以外の隊員で、防衛大学校を
卒業した者、学校教育法による
大学を卒業した者、または文部
科学大臣がこれらと同等以上の
学力があると認めた者のうちか
ら行われます。

防衛省各機関の長が推薦した者
だけに受験資格が与えられます。
推薦は幹部自衛官、または自衛
官以外の隊員で、防衛大学校理
工学研究科前期課程又は防衛大
学校総合安全保障研究科前期課
程を卒業した者及び卒業見込み
の者、修士の学位を有する者及
び取得見込みの者、又は防衛大
学校長が修士の学位を有する者
と同等以上の学力があると認め
た者のうちから行われます。

社会科学の専門的学識に裏付け
られた安全保障に関する幅広い
視野と高度の実践的問題解決能
力を養うための教育を行ってい
ます。1学年の学生数は約 20名、
修業年限は 2 年です。専攻は総
合安全保障の 1 専攻で、この専
攻の中に「国際安全保障コース」、
「戦略科学コース」及び「安全保
障法コース」の 3 つの履修コー
スを設けています。

独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構が実施する、論文の
審査と試験に合格すると、修士
（安全保障学）の学位が授与され
ます。

防衛省各機関の長が推薦した者
だけに受験資格が与えられます。
推薦は幹部自衛官、または自衛
官以外の隊員で、防衛大学校を
卒業した者、学校教育法による
大学を卒業した者、または文部
科学大臣がこれらと同等以上の
学力があると認めた者のうちか
ら行われます。

安全保障研究の一大拠点として、
高度化・多様化した安全保障・
戦略問題の最新の研究成果を踏
まえ、安全保障の広い領域にわ
たる高度の専門的学識と実務的
能力を持つ人材を養成します。1

学年の学生数は約 7 名、修業年
限は 3 年です。専攻は、総合安
全保障の 1専攻です。

独立行政法人大学改革支援・学
位授与機構が実施する、論文の
審査と試験に合格すると、博士
（安全保障学）の学位が授与され
ます。

防衛省各機関の長が推薦した者
だけに受験資格が与えられます。
推薦は幹部自衛官、または自衛
官以外の隊員で、防衛大学校理
工学研究科前期課程又は防衛大
学校総合安全保障研究科前期課
程を卒業した者及び卒業見込み
の者、修士の学位を有する者及
び取得見込みの者、又は防衛大
学校長が修士の学位を有する者
と同等以上の学力があると認め
た者のうちから行われます。
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先端学術推進機構の紹介

グローバルセキュリティセンター

2016 年 4 月、防衛大学校にグローバルセキュリティセンター（GS）が発足しました。GS は、国際社会が直
面する多種多様な安全保障課題を多角的に研究し、その研究成果を広く発信することを目的としています。
GS の特徴は、第一に、文理融合型の統合的な研究アプローチにあります。約 300 名の防衛大学校教官の専門知
識を総動員し、人文社会科学、理工学、防衛学による学際的な最先端研究に取り組みます。第二に、国内外の研
究者と積極的に交流し、防衛大学校を安全保障研究の一大拠点として世界にアピールしていきます。こうして学
内に蓄積されていく研究成果は、最先端の知見として、学生への教育に還元されていきます。

GS 研究プログラム一例
グローバルセキュリティセンターでは、
●アジア安全保障　●サイバーセキュリティー
●宇宙安全保障　●海洋安全保障
●感染症対策と安全保障　●防災・危機管理
●ジェンダー・メンタルヘルス
●ミリタリープロフェッショナリズム
●安全保障・軍事作戦法規
●デュアルユーステクノロジー
●シミュレーション、オペレーションズ・リサーチ
●電磁波安全保障
の12分野に焦点を当て、多様で実用的な研究を国内
外の研究者と協働して積極的に進めています。
こうした研究成果の一部として、
（写真左・左下）イスラエル・オープン大学との共同
セミナーにおいては、英文セミナー叢書『日本とノ
ルウェーにおけるジェンダー・多様性・リーダーシッ
プの開発』を発行しています。
（写真右下）スウェーデン国防研究所（FOI）との共
同セミナーにおいては、英文セミナー叢書『インド・
太平洋における中国の影響力行使：パターンと地域
からの考察』を発行しています。

その他のセミナー叢書や研究叢書及び調査報告の発
行、さらにグローバルセキュリティセンターの活動
実績を、グローバルセキュリティセンターのホーム
ページで公開する形で世界に発信しております。

Center for Global Security

ジェンダー・多様性・リーダーシップ開発セミナー風景

刊行物
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から

から

から

昭和27年８月
昭和28年４月

昭和29年７月
昭和30年３月
昭和32年３月
昭和33年７月

昭和37年４月
昭和39年３月
昭和49年４月
平成元年４月

平成２年３月
平成３年９月
平成４年３月
平成４年４月
平成８年３月
平成８年４月
平成９年４月

平成11年３月
平成12年４月

平成13年４月
平成16年３月
平成17年４月

平成21年４月

平成24年３月

平成24年９月
平成25年３月
平成27年４月
平成28年４月
平成30年４月

平成31年３月
令和３年４月
令和６年４月

保安庁の付属機関として保安大学校を設置
横須賀市久里浜の校舎で開校　本科第１期（理工学
専攻）学生入校
防衛庁設置法の施行に伴い、校名を防衛大学校と改称
横須賀市小原台の新校舎に移転
本科第１期学生卒業
タイ王国留学生１名を受け入れ、外国人に対する教育
訓練がスタート
理工学研究科第１期学生入校
理工学研究科第１期学生卒業
本科人文・社会科学専攻開設
本科教育課程の専門区分改正（理工学専攻の６専門
区分を14学科に、人文・社会科学専攻の２専門区分を
２学科に）
留学生に対し、日本語教育がスタート
本科推薦採用試験制度開始
卒業生に学位授与機構（文部省）から学位授与開始
本科女子第１期学生入校
本科女子第１期学生卒業
理工学研究科教育課程の改革（専門・系列を専攻・大講座に）
総合安全保障研究科第１期学生入校

総合安全保障研究科第１期学生卒業
本科の組織改編（６学群、14学科（理工系11、人社系3）、
７教育室に）
理工学研究科後期課程（博士課程）第１期学生入校
理工学研究科後期課程（博士課程）第１期学生卒業
副校長を増設　学術情報センターを新設
防衛学教育学群に安全保障危機管理教育センターを新設
総合安全保障研究科後期課程（博士課程）第１期学生
入校
図書館と学術情報センターを統合し、総合情報図書館を新設
総合安全保障研究科後期課程（博士課程）第1期学生
卒業
本科総合選抜採用試験制度開始
本科一般採用試験（後期日程）制度開始
教務部に教養教育センター、国際交流センターを新設
総合情報図書館にグローバルセキュリティセンターを新設
教育研究推進室、教養教育センター、国際交流センター及びグ
ローバルセキュリティセンターを統合し先端学術推進機構を新設
本科一般採用試験（後期日程）制度廃止
幹事を廃止し、副校長（自衛官）を新設
情報工学科を改編し、サイバー・情報工学科を新設

7
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ー
・
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A1．防衛大学校は、文部科学省所管の学校ではなく、「将来、陸上・
海上・航空の各自衛隊の幹部自衛官となるべき者を養成するため」
に防衛省設置法によって設立された、防衛省所管の学校です。国の
予算で設立された学校であっても、文部科学省所管でないために「大
学校」と呼ばれています。
防衛大学校の教育課程は文部科学省の定めた大学設置基準に準拠し
た教育を行っております。卒業生には、（独）大学改革支援・学位授
与機構による外部審査を受けた後に学位（学士）が授与されます。

なぜ「大学」でなく「大学校」なの？1
A7．学生は全員入校と同時に学生舎で生活することが義務づけ
られ、自宅から通うことはできません。
学生舎には、自習室、寝室、集会室、シャワー室、洗濯室等の設
備があります。自習室と寝室は 8人部屋（基準）となっており、
第 1学年から第 4学年までの学生が同じ部屋で一緒に生活しま
す。

自宅通学はできるの？7

A8．土曜日は8：00～23：20まで、日曜日と祝日は8：00～22：20ま
で外出ができます。外出することなく食事を申請して校内に所在す
ることもできます。また、週末には申請を行うことにより、外泊す
ることもできます。
年間の休暇は、夏季休暇（約３週間）、冬季休暇（約１週間）、春季
休暇（約１週間）があり、この間は帰省や海外旅行等もできますが、
校友会活動の合宿などに充てられることもあります。

外出や外泊はできるの？8

A9．防衛大学校の学生は自衛隊員（特別職国家公務員）である
ことから、アルバイトはできません。

アルバイトはできるの？9

A11．卒業後、陸上・海上・航空の各自衛隊のうち、どの自衛官
となるのかを決めることを要員配分といい、第 2学年進級時に、
本人の希望や適性、成績などを踏まえた上で決定します。
陸上・海上・航空の要員配分の割合は概ね２：１：１です。
決定後は、それぞれの要員別の専門教育や訓練を受けることにな
ります。

要員配分ってなんのこと？11

A12．防衛大学校は「将来幹部自衛官となるべき者」を養成する
学校であり、在校中に転職活動をすることは禁じられています。
本校を卒業すると陸上 • 海上・航空の各自衛隊の自衛官（曹長）
に任官し、幹部候補生として、それぞれの幹部候補生学校（陸上：
福岡県久留米市、海上：広島県江田島市、航空：奈良県奈良市）
に入校し教育を受けます。
その後部隊勤務を経て、防衛大学校卒業後約1年で初級幹部自衛官
である3尉に任命されます。

転職はできるの？12

A2．本校には、大学院に相当する「研究科」が設置されており、卒業後、
幹部自衛官として数年間勤務した後、研究科に進む道もあります。
修業年限は2年間で定員は1学年につき理工学研究科前期課程が
90名で、総合安全保障研究科前期課程が20名となっています。
（独）大学改革支援・学位授与機構の論文審査と試験に合格すると、「修
士」の学位が授与されます。
平成13年度からは理工学研究科後期課程が開設され、また、平成
21年度からは総合安全保障研究科後期課程も開設され、（独）大学
改革支援・学位授与機構の論文審査と試験に合格すると、「博士」の
学位が授与されます。研究科は自衛隊の任務遂行に必要な高度な知
識と研究能力修得のための教育を目的としており、受験は部隊勤務
を経て、防衛省各機関の長の推薦を受けることが条件となります。
なお、入学金及び授業料については本科同様無料となっています。

大学院はあるの？2

A3．防衛大学校学生は自衛隊員（特別職国家公務員）であり、学業、
訓練に専念することが仕事です。このため入学金や授業料がかから
ないばかりか、毎月学生手当として給与が支給されます。したがって、
一般大学とは違い自分の都合だけで授業や訓練を休んだりすること
はできません。

授業料がかからないって本当？3

A4．防衛大学校学生は毎月161,000円（令和８年１月現在）が支
給されます。このほかにも年２回（６月、12月）の期末手当（いわ
ゆるボーナス、年約563,500円（令和７年度支給額））も支給され
ます。
学生手当は主として学業のために使用することが望ましく、具体的
には勉学、校友会（クラブ）活動、日常経費に使用し、余分の金銭
は貯金して必要な際に備えるよう指導しています。

学生手当はいくらもらえる？4

A5．幹部自衛官には高いレベルの体力が必要です。学生は体育、訓
練及び校友会活動を通じて強靱な体力を育成しなければなりません。
体力については各学年ごとに目標値が設定されており、目標に到達
しない学生については科学的かつ合理的な体力向上のためのプログ
ラムが組まれています。

体力に自信がないけれど大丈夫？5

A6．校友会活動は、いわゆるクラブ活動のことで「教育・訓練」
及び「規律ある団体生活（学生舎生活）」と並んで本校教育方針
の三本柱として位置づけられるものです。よって、原則として全
員が運動部等に入部するとともに、文化部活動も活発に行われて
います。

校友会活動ってなに？6

A10．入校式、卒業式、開校記念祭などの 3大行事のほか、各種
競技会、観閲式、文化部発表会などの行事があります。

　　　　　 学校行事にはどんなものが
　　　あるの？

10
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A16．学期末（例年前期が９月下旬、後期が２月中旬）にそれぞれ
１週間行われます。試験の結果は、秀・優・良・可・不可の５段階
で評価され、第１学年では35単位以上取得できないと進級が認め
られません。よって、日課時限にある自習時間のほか、消灯時間を
延長して勉強することもあります。

定期試験はいつ？16

A17．第2学年進級時に各学科への配分（専門配分）が行われます。
学科は全部で14学科（人社系3学科、理工系11学科）あり、こ
れは本人の希望及び成績に応じて決定されます。
理工系の学科の場合、そのほとんどが物理系の学科であるため、物
理が大変重要な科目となります。高校時代に少なくとも物理基礎（物
理 I）を履修しておくことが必要です。
理工学専攻は、学科に進む前にまず専門基礎である数学、物理、化
学が必修科目であり、人文・社会科学専攻においても教養教育とし
て数学、物理及び化学は必修科目となります。

学科は選べるの？17

A18．学生は定められた制服等を着用しなければなりませんが、外
出を許可され、または休暇を与えられて校外において私用で行動す
る場合などには、私服を着用することができます。ただし、第１学
年は外出時、私服の着用を禁止されています。

私服は許される？18

A19．運転免許証の取得を希望する学生は、指導教官の許可を受け、外
出時または休暇時を利用して、民間の自動車学校等に通うことができま
す。車両の運転についても、事前に届け出ることにより、外出時または
休暇時に限り許可されます。（自動二輪及び原動機付き自転車は除く。）

運転免許証はとれる？19

A20．校内においては、酒類を所持し、または飲酒することはでき
ませんが、学校長が主催する会合等へ参加する場合に限って飲酒す
ることができます。
なお、喫煙については指定場所において法律で認められた範囲内で
許可されています。

学生舎でお酒を飲んではダメ？20

A15．訓練には主に第1学年時に履修する共通訓練と、第2学年か
ら陸上・海上・航空の各要員別に履修する専門訓練があります。
週1回2時間の訓練の他、春（約1週間）、夏（約３週間）、秋（約
1週間）、冬（約1週間）の他、進級・卒業前（約１週間）に集中的
に行われる定期訓練があります。

訓練ってどのくらいするの？15
A13．本校には、1週間から1年間程度の海外交換留学制度があり
ます。留学先はアメリカ、フランス、韓国、ドイツ、カタール、オー
ストラリア、シンガポール、タイ、ブラジル等の士官学校等で、成
績や語学力を考慮した上で毎年約70名が選抜され派遣されます。
これらに加えて、令和７（2025）年から、米国陸・海・空軍士官
学校へ留学（４年間）させるプログラムを開始しました。
本校においても諸外国との友好・親善を促進することを目的として、
インドネシア、韓国、カンボジア、タイ、東ティモール、フィリピン、
ベトナム、モンゴル、ラオス、ミャンマー、マレーシア、シンガポール、
フィジー、トンガからの留学生を受け入れています。

留学制度はあるの？13

留学生に対して行われる日本語教育

A14．防衛大学校卒業後は、陸・海・空曹長に任命され、幹部候補
生学校（陸上…福岡県久留米市、海上…広島県江田島市、航空…奈
良県奈良市）における教育を受け、その後部隊又は海上勤務などを
経て、防衛大学校卒業後約1年で幹部自衛官（3等陸・海・空尉）
に任命されます。
その後、部隊勤務をはじめ、各種課程教育、技術教育、および語学
教育を履修するほか、本校理工学研究科および総合安全保障研究科
における教育、国内外大学院の修士課程・博士課程への入学や、一
般大学での研修、外国の軍学校に留学する機会もあります。
こうして幹部としての道を進み、さらに自己の能力と努力に経験と
研修を重ね、自衛隊を運用することなど、国の防衛の大任を果たす
重要な地位につくことができます。

　　　　　 キャリアプランはどうなって
　　　いるの？
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校

防
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大
学
校（
４
年
）

陸

海

空

共
通

曹長
（1年）

幹部初級課程
幹部特技課程

指揮幕僚課程
幹部専攻課程

中級幹部
特技課程

幹部任務課程

指揮幕僚課程 幹部高級課程幹部普通課程幹部術科課程

初級幹部特技課程

幹部上級課程

小隊長

各職域の長

各職域の長・航空機操縦士

学校教官 統合幕僚学校

防衛駐在官防大研究科

（　）は次の階級へ昇任するのに必要な最低の年数

一般大学・国内外大学院 外国軍学校留学

隊長 群司令 団司令
航空方面隊司令官

隊司令 群司令・艦隊司令官艦長艇長

中隊長 大隊長 連隊長 団長・師団長

指揮幕僚課程
技術高級課程

幹部高級課程

幹部高級課程

２尉
（３年）

１尉
（５年）

３佐
（３年）

２佐
（４年）

１佐
（６年）

将補
将

３尉
（２年）
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防衛大学校オープンキャンパス
☆令和８年度は、６・７月に実施を予定しています。

■入試概要説明

職員が推薦試験、総合選抜試験、一般試験
の試験の日程や特色について、説明しました。

■学校長ウェルカムスピーチ及び学校紹介

久保文明学校長が、来校者の皆様にスピー
チを行いました。

■個別入試相談

入試に関する質問等について、職員が丁寧
な説明を実施しました。

■学生舎見学

自習室・寝室等学生が実際に生活している
施設を見学していただきました。

■儀仗隊展示（6月）

防大で最も知名度が高い集団といっても過
言ではない儀仗隊のドリル演技を参加者の
皆様に披露しました。

■学科紹介

学科等の教官、研究科学生（大学院生）が、特
色・カリキュラム等を詳しく紹介し、来校
者からの質問等に対して説明いたしました。

■防大生との座談会

学生舎生活や訓練を通しての出来事を中心
に在校生が座談会を行いました。

■研究室公開

普段見ることができない研究室を公開しま
した。

■模擬授業

防衛大学校の授業を体験していただきまし
た。

■留学制度説明・個別相談

海外留学についての説明・個別相談を行い
ました。

■現役将官による体験談

防大を卒業した現役陸将が、自身の体験談
をお話ししました。

■訓練展示

防大生が行う訓練の見学を行いました。

防衛大学校入試広報チャンネル
防衛大学校入試広報チャンネルでは、在校生やOB・OGからのメッセージ、

模擬授業を掲載しております。
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2484・2486

札幌 〒060-0004 札幌市中央区北４条西15丁目1 011-631-5472 https://www.mod.go.jp/pco/sapporo/

函館 〒042-0934 函館市広野町6-25 0138-53-6241 https://www.mod.go.jp/pco/hakodate/

旭川 〒070-0902 旭川市春光町国有無番地 0166-51-6055 https://www.mod.go.jp/pco/asahikawa/

帯広 〒080-0024 帯広市西14条南14丁目4 0155-23-5882 https://www.mod.go.jp/pco/obihiro/

青森 〒030-0861 青森市長島1丁目3-5　青森第２合同庁舎2F 017-776-1594 https://www.mod.go.jp/pco/aomori/

岩手 〒020-0023 盛岡市内丸7番25号　盛岡合同庁舎2F 019-623-3236 https://www.mod.go.jp/pco/iwate/

宮城 〒983-0842 仙台市宮城野区五輪1丁目3-15　仙台第３合同庁舎1F 022-295-2612 https://www.mod.go.jp/pco/miyagi/

秋田 〒010-0951 秋田市山王4丁目3-34 018-823-5404 https://www.mod.go.jp/pco/akita/

山形 〒990-0041 山形市緑町1-5-48　山形地方合同庁舎1・2F 023-622-0712 https://www.mod.go.jp/pco/yamagata/

福島 〒960-8112 福島市花園町5-46　福島第二地方合同庁舎２階 024-531-2351 https://www.mod.go.jp/pco/fukushima/

茨城 〒310-0061 茨城県水戸市北見町1-11　水戸地方合同庁舎3・4F 029-231-3315 https://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/

栃木 〒320-0043 宇都宮市桜5丁目1-13　宇都宮地方合同庁舎2F 028-634-3385 https://www.mod.go.jp/pco/tochigi/

群馬 〒371-0805 前橋市南町3丁目64-12 027-221-4471 https://www.mod.go.jp/pco/gunma/

埼玉 〒330-0061 さいたま市浦和区常盤4丁目11-15　浦和地方合同庁舎3F 048-831-6043 https://www.mod.go.jp/pco/saitama/

千葉 〒263-0021 千葉市稲毛区轟町1丁目1-17 043-251-7151 https://www.mod.go.jp/pco/chiba/

東京 〒162-8850 新宿区市谷本村町10番1号 03-3260-0543 https://www.mod.go.jp/pco/tokyo/

神奈川 〒231-0023 横浜市中区山下町253-2 045-662-9429 https://www.mod.go.jp/pco/kanagawa/

新潟 〒950-0954 新潟市中央区美咲町1丁目1番1号　新潟美咲合同庁舎1号館7階 025-285-0515 https://www.mod.go.jp/pco/niigata/

山梨 〒400-0031 甲府市丸の内1丁目1番18号　甲府合同庁舎2F 055-253-1591 https://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

長野 〒380-0846 長野市旭町1108　長野第２合同庁舎1F 026-233-2108 https://www.mod.go.jp/pco/nagano/

静岡 〒420-0821 静岡市葵区柚木366 054-261-3151 https://www.mod.go.jp/pco/sizuoka/

富山 〒930-0856 富山市牛島新町6-24 076-441-3271 https://www.mod.go.jp/pco/toyama/

石川 〒921-8506 金沢市新神田4丁目3-10　金沢新神田合同庁舎3F 076-291-6250 https://www.mod.go.jp/pco/ishikawa/

福井 〒910-0019 福井市春山1丁目1-54　福井春山合同庁舎10F 0776-23-1910 https://www.mod.go.jp/pco/fukui/

岐阜 〒502-0817 岐阜市長良福光2675-3 058-232-3127 https://www.mod.go.jp/pco/gifu/

愛知 〒454-0003 名古屋市中川区松重町3-41 052-331-6266 https://www.mod.go.jp/pco/aichi/

三重 〒514-0003 津市桜橋1丁目91 059-225-0531 https://www.mod.go.jp/pco/mie/

滋賀 〒520-0044 大津市京町3-1-1　大津びわ湖合同庁舎5F 077-524-6446 https://www.mod.go.jp/pco/shiga/

京都 〒604-8482 京都市中京区西ノ京笠殿町38　京都地方合同庁舎3F 075-803-0820 https://www.mod.go.jp/pco/kyoto/

大阪 〒540-0008 大阪市中央区大手前4-1-67　大阪合同庁舎第２号館3F 06-6942-0742 https://www.mod.go.jp/pco/osaka/

兵庫 〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通1-4-3　神戸防災合同庁舎4F 078-261-8600 https://www.mod.go.jp/pco/hyogo/

奈良 〒630-8301 奈良市高畑町552　奈良第２地方合同庁舎1F 0742-23-7001 https://www.mod.go.jp/pco/nara/

和歌山 〒640-8287 和歌山市築港1丁目14-6 073-422-5116 https://www.mod.go.jp/pco/wakayama/

鳥取 〒680-0845 鳥取市富安2丁目89-4　鳥取第１地方合同庁舎6F 0857-23-2251 https://www.mod.go.jp/pco/tottori/

島根 〒690-0841 松江市向島町134-10　松江地方合同庁舎4F 0852-21-0015 https://www.mod.go.jp/pco/shimane/

岡山 〒700-8517 岡山市北区下石井1丁目4-1　岡山第２合同庁舎2F 086-226-0361 https://www.mod.go.jp/pco/okayama/

広島 〒730-0012 広島市中区上八丁堀6-30　広島合同庁舎４号館6F 082-221-2957 https://www.mod.go.jp/pco/hiroshima/

山口 〒753-0092 山口市八幡馬場814 083-922-2325 https://www.mod.go.jp/pco/yamaguchi/

徳島 〒770-0941 徳島市万代町3-5　徳島第２地方合同庁舎5F 088-623-2220 https://www.mod.go.jp/pco/tokushima/

香川 〒760-0019 高松市サンポート3-33　高松サンポート合同庁舎南館2F 087-823-9206 https://www.mod.go.jp/pco/kagawa/

愛媛 〒790-0003 松山市三番町8丁目352-1 089-941-8381 https://www.mod.go.jp/pco/ehime/

高知 〒780-0061 高知市栄田町2-2-10　高知よさこい咲都合同庁舎8F 088-822-6128 https://www.mod.go.jp/pco/kochi/

福岡 〒812-0878 福岡市博多区竹丘町1丁目12番 092-584-1881 https://www.mod.go.jp/pco/fukuoka/

佐賀 〒840-0047 佐賀市与賀町2-18 0952-24-2291 https://www.mod.go.jp/pco/saga/

長崎 〒850-0862 長崎市出島町2-25　防衛省長崎合同庁舎 095-826-8844 https://www.mod.go.jp/pco/nagasaki/

大分 〒870-0016 大分市新川町2-1-36　大分合同庁舎5F 097-536-6271 https://www.mod.go.jp/pco/oita/

熊本 〒860-0047 熊本市西区春日2丁目10-1　熊本地方合同庁舎B棟3F 096-297-2050 https://www.mod.go.jp/pco/kumamoto/

宮崎 〒880-0901 宮崎市東大淀2丁目1-39 0985-53-2643 https://www.mod.go.jp/pco/miyazaki/

鹿児島 〒890-8541 鹿児島市東郡元町4-1　鹿児島第２地方合同庁舎1F 099-253-8920 https://www.mod.go.jp/pco/kagoshima/

沖縄 〒900-0022 那覇市樋川1丁目15-15 西棟7・8F  098-855-0751 https://www.mod.go.jp/pco/okinawa/okinawa1/

ホームページアドレス: https://www.mod.go.jp/nda/
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